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老人保健特別会計
7 億 6,642 万円

７０歳以上の人の医療費を支出
します

国民健康保険
井川町診療所特別会計

1 億 6,020 万円

診療所の診療および施設の維持・
管理に要する経費を支出します

介護保険事業特別会計
4 億 5,050 万円

介護保険制度にかかる経費を支出
します

国民健康保険事業特別会計
5 億 9,820 万円

農家や自営業の方、退職された方
の医療費を国と加入者のみなさん
で負担し合います

平成17年度平成 17年度

特別会計・企業会計予算特別会計・企業会計予算

平成 17年度の特別会計および

企業会計の予算です。

国保や下水道など特定の事業

に関する運営経費をまかなうのが

『特別会計』、その事業のみで独立

採算を図るのが『企業会計』です。

井川町には一般会計のほかに、

8つの特別会計と、水道事業を運

営する企業会計があります。

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
自
立
の
道
を
選
択
し
た
本

町
に
と
っ
て
、
言
わ
ば
『
自
立
元
年
』

の
年
。
し
か
し
、
社
会
経
済
情
勢
が
依

然
と
し
て
低
迷
し
、
町
税
収
入
が
落
ち

込
ん
で
い
る
ほ
か
、
国
の
地
方
財
政
対

策
で
は
「
三
位
一
体
の
改
革
」に
関
し

て
、国
庫
補
助
負
担
金
改
革
、税
源
移
譲

の
内
容
及
び
交
付
税
改
革
の
方
向
を
一

体
的
に
盛
り
込
む
大
規
模
な
変
革
期
を

む
か
え
る
な
ど
、本
町
財
政
に
と
っ
て

厳
し
い
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
は
井
川
発
足
五
十
周
年
を
迎

え
て
、
記
念
式
典
が
予
定
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、『
全
国
さ
く
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』

を
日
本
国
花
苑
を
会
場
に
開
催
す
る
な

ど
、
今
ま
で
以
上
に
行
政
と
町
民
と
が

一
体
と
な
っ
た
『
美
し
い
ま
ち 

楽
し
い

ま
ち 

健
康
な
ま
ち
』
づ
く
り
を
進
め
る

節
目
の
年
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
は
、
新
年
度
予
算
の
概
要
と

主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
自
立
元
年
」�

　

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
推
進�

平
成
17
年
度

一
般
会
計
予
算�
平
成
17
年
度

一
般
会
計
予
算�
平
成
17
年
度

一
般
会
計
予
算�

―
歳
入
歳
出
27
億
６
千
４
百
万
円
―�

「
自
立
元
年
」�

　

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
推
進�固定資産税

2億 3,717 万円
59.3％

町民税個人
8,752 万円
21.9％

町民税法人
2,300 万円
5.8％

たばこ税
4,072 万円
10.2％

軽自動車税
1,119 万円
2.8％

その他の交付金（1.0％）

・利子割交付金 150万円
・配当割交付金 50万円
・株式等譲渡所得割交付金

30万円
・自動車取得税交付金

1,400万円
・地方特例交付金 1,000万円
・交通安全対策特別交付金

100万円

県支出金

1億2,127万円
（4.4％）

国庫支出金

8,628万円
（3.1％）

地方消費税交付金

5,300万円（1.9％）

分担金及び負担金　1,699万円（0.6％）

寄付金　1,247万円（0.4％）

財産収入　157万円（0.1％）

自主財源

依存財源

地方交付税

13億2,000万円
(47.8％)

町債

3億9,560万円
（14.3％）

地方譲与税

6,850万円（2.5％）

町税町税

3億9,961万円3億9,961万円
（14.5％）（14.5％）

繰入金

1億2,111万円
（4.4％）

使用料及び手数料

8,340万円
(3.0％）

諸収入

5,685万
円（2.0％）

歳入
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介護サービス事業特別会計
2 億 5,980 万円

施設･在宅介護、デイサービスなど
の介護サービス委託料等を支出し
ます

農業集落排水事業特別会計
4,750 万円

農業集落排水施設を維持・管理す
るための経費を支出します

水道事業会計

収益的支出 1 億 2,851 万円

資本的支出 7,373 万円

安心して飲める水を供給するため
に上水道施設の維持・管理および
建設等にかかる経費を支出します。

収益的支出とは、上水道施設の維
持・管理に要する経費、資本的支
出は建設改良に要する経費を支出
します。

介護認定事業特別会計
3,641 万円

介護保険制度の要介護認定を行う
ための経費を支出します

下水道事業特別会計
2 億 3,000 万円

下水道施設を維持・管理するため
の経費を支出します

【歳 入】
町税→みなさんが町に納める税金

地方交付税→国が徴収した税金の中から、町
の財政状況に応じて交付されるお金

国庫･県支出金→事業など特定の目的の財
源として国や県から交付されるお金

財産収入→基金積立金の利子、宅地分譲等
による収入など

町債→大きな事業を行うため国などから借
り入れるお金

地方譲与税→自動車重量税、道路譲与税の
一部で、国税として徴収し、町へ譲
与されるお金

使用料･手数料→保育料や有線放送使用料、
各施設の使用料、住民票の交付手数
料など

分担金･負担金→特定の利益を受ける人か
ら徴収するお金

【歳 出】
議会費→議会運営のために使うお金

総務費→町税徴収、庁舎管理、選挙、統計、
広報活動など町の総括的な事務に
使うお金

民生費→福祉サービス、児童手当、保育所
などの運営に使うお金

衛生費→診療等の保健活動、環境衛生、清
掃などのために使うお金

農林水産費→農業基盤整備、農林業振興、
国花苑管理などに使うお金

土木費→道路、河川、住宅管理、宅地分譲
などに使うお金

教育費→幼稚園、小･中学校運営の費用や公
民館、体育館、給食センターなど
教育関係に使うお金

公債費→町債の返済金（一部は、国から交
付税措置があります）

45 万 9,100 円

（H17 年3月1日現在　6,020 人）

参考：平成 16年度町民一人あたり
一般会計予算額

48万 9,400円

教育費

2億4,330万円
（8.8％）

衛生費

2億1.759万円
（7.9％）

農林水産費

2億981万円
（7.6％）

消防費

1億3,712万円
（5.0％）

商工費

633万円（0.2％）

議会費

8,442万円（3.0％）

その他（0.2％）

・予備費 500万円
・労働費 7万円
・災害復旧費 1万円 民生費民生費

5億8,684万円5億8,684万円
（21.2％）（21.2％）

土木費土木費

4億2,790万円4億2,790万円
（15.5％）（15.5％）

総務費総務費

3億3,483万円3億3,483万円
（12.1％）（12.1％）

公債費公債費

5億1,072万円5億1,072万円
（18.5％）（18.5％）

歳出
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国
の
平
成
十
七
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
改
革
断
行
予

算
」
と
い
う
基
本
路
線
を
継
続
し
、
持
続

的
な
財
政
構
造
の
構
築
と
予
算
の
質
の
向

上
を
図
る
観
点
か
ら
、
一
般
歳
出
の
水
準

を
前
年
度
水
準
以
下
に
抑
制
し
て
き
た
従

来
の
歳
出
改
革
路
線
を
堅
持
・
強
化
す
る

と
と
も
に
「
予
算
制
度
改
革
」
や
「
行
政

改
革
」「
税
制
改
革
」
の
推
進
を
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
平
成

十
七
年
度
の
本
町
の
一
般
会
計
の
当
初
予

算
は
、
二
七
億
六
、四
〇
〇
万
円
で
、
前

年
度
と
比
較
し
て
二
億
一
〇
〇
万
円
の

減
（
△
六
・
八
％
）
と
な
り
ま
し
た
が
、

前
年
度
は
平
成
七
年
度
及
び
平
成
八
年

度
に
借
り
入
れ
た
満
期
一
括
償
還
に
よ

る
減
税
補
て
ん
債
の
借
換
債
六
、三
七
〇

万
円
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
除
く
と

一
億
三
、七
三
〇
万
円
減
（
△
四
・
六
％
）

と
な
り
ま
す
。

投
資
的
経
費
の
う
ち
、
単
独
の
普
通
建

設
事
業
費
は
二
億
九
、四
六
六
万
七
千
円

を
確
保
し
、
前
年
度
と
比
較
し
て
七
四
〇

万
二
千
円
の
減
（
△
二
・
五
％
）
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

「
自
立
元
年
」
と
捉
え
、
単
町
と
し
て
の

行
政
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
と
と
も
に
行
財

政
改
革
の
推
進
を
一
層
す
す
め
て
い
き
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
経
常
経
費
の
一
〇
％

削
減
や
平
成
十
六
年
度
決
算
見
込
額
を
基

準
と
し
た
行
政
経
費
の
削
減
、
一
般
行
政

人 すこやかに生きがい育む まちづくり
●８０歳のお祝い金の支給額を３万円から２万円に引き
　下げます

・循環器健診やがん検診、健康相談事業、

 健康教育事業等の老人保健事業費 1,809万 7千円

・高齢者のインフルエンザ予防接種委託、

 および結核検診等の予防費 451万 2千円

・老人福祉センター管理費  1,443万 9千円

・国民健康保険事業特別会計繰出金 7,091万 9千円

・老人保健特別会計繰出金  5,551万 8千円

・介護保険事業特別会計繰出金 6,338万 4千円

・介護認定システム導入費  299万 3千円

水 清らかに住みよくやすらぐ まちづくり
●戸籍窓口業務を週２日、午後７時まで延長します

●自立計画を策定します

・県営ふるさと農道整備事業（小今戸から海老沢間）
 2,001万 5千円
・地方特定道路整備（今戸飯田川線） 1億 5,000万円
・八幡赤沢線拡幅改良工事  6,500万円
・大倉小泉線改良工事  1,490万円
・南台一号線改良工事 750万円
・井内堤防線改良工事 650万円
・町道舗装工事（小今戸堤防線ほか） 370万円
・町営住宅整備事業（街道団地の外壁改修工事等）
 194万 2千円
・街灯やカーブミラーの設置 162万 3千円
・八郎湖周辺清掃事務組合に対する負担金 1,210万 5千円
・彫刻コンクール入賞作品実制作および設置 1,900万円
・上水道配水施設整備費 2,357万 3千円
（株式会社スズキ部品秋田の東側道路の配水管布設替工事

羽立地区、宇治木地区、小竹花橋等の配水管布設替工事等）

・道路災害復旧事業（キャンプ場線・南台1号線） 1,400万円

町
政
運
営
の
基
本
方
針
よ
り

自然と調和しながら

安心して暮らせる環境

毎日を元気で

健康に過ごす福祉の充実

明日に希望をもって生きる

活力ある産業

学校･家庭･地域の

つながりのなかで育む教育
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心 豊かに個性あふれる 人づくり
●こどもセンターに『地域子育て支援センター』
を開設します

●井川町発足５０周年記念式典を開催します

●井川町史（続巻）を発刊します

・保育園費 9,171万 2千円

・幼稚園費 1,519万 5千円

・小学校費 4,351万 5千円

・中学校費 2,029万円

・奨学基金貸付金 250万円

・浜井川地区集会所整備費 150万円

・井川町発足五十周年記念式典費 441万円

・町史印刷製本費 287万 6千円

緑 さわやかに発展培う まちづくり
●日本国花苑で全国さくらシンポジウムを開催します

・県営分水地区老朽ため池等整備 772万 5千円

・県営井川東部地区圃場整備 1,024万 2千円

・ＪＡの穀物貯蔵施設建設補助金 1,010万 7千円

・水田農業対策・重点作物振興費補助金 970万円

・定住促進センターおよび日本国花苑管理費

 3,472万 7千円

・全国さくらシンポジウム・日本国花苑さくらまつり

 438万 3千円

・松くい虫防除費 378万 6千円

・県営五秋蛇喰線林道開設事業 172万円

職
の
退
職
者
に
つ
い
て
は
不
補
充
を
継

続
し
、
人
件
費
の
抑
制
や
事
務
事
業
の
見

直
し
、
事
業
の
効
率
的
施
行
を
推
進
す
る

等
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
前
年

度
に
比
較
し
て
自
主
財
源
の
減
少
が
大
き

く
、
減
債
基
金
か
ら
一
億
円
の
取
り
崩
し

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
の
急
激
な
財
政
事
情
の
変
化
は
、

今
後
の
行
政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
町
で
は
行
財
政
改

革
を
徹
底
し
て
行
い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
ま
ね
く
こ
と
の
な
い
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
。
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、

自
ら
が
住
ん
で
い
る
地
域
を
、
自
ら
の
手

で
住
み
良
い
地
域
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

学
校
給
食
へ
地
場
産
の
野
菜
を

も
っ
と
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か ―

三
月
定
例
会
で
の
問
題

提
起
だ
っ
た
。
議
論
の
焦
点
が
町

の
自
立
へ
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た

議
会
で
は
、
い
か
に
も
地
味
に
映

る
が
、
極
め
て
重
要
な
課
題
だ
と

受
け
止
め
て
い
る
。
児
童
生
徒
は

必
要
な
野
菜
量
の
半
分
を
学
校
給

食
で
摂
っ
て
い
る
現
状
を
考
え
れ

ば
、
新
鮮
な
地
場
産
へ
の
移
行
は

当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。
学
校
給
食

へ
の
地
場
産
の
供
給
は
、
過
去
に

も
議
論
さ
れ
、
一
進
一
退
を
繰
り

返
し
て
き
た
。「
食
」
へ
の
安
全

が
ゆ
ら
い
で
い
る
今
こ
そ
、
過
去

の
し
が
ら
み
を
断
ち
、
地
場
産
の

供
給
体
制
の
具
体
化
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

従
来
、
学
校
給
食
で
は
材
料

の
安
定
確
保
を
図
る
た
め
、
業

者
か
ら
購
入
し
て
き
た
。
地
場
産

物
も
農
家
か
ら
の
直
接
購
入
で
は

な
く
、
業
者
を
通
じ
て
い
る
。
こ

の
体
制
で
は
農
家
側
も
必
要
な
量

や
品
目
が
不
明
で
計
画
的
な
栽
培

は
難
し
い
。
調
理
現
場
で
は
規
格

の
不
統
一
な
地
場
産
よ
り
は
市
場

物
が
扱
い
や
す
い
な
ど
の
事
情
が

あ
る
と
思
う
。
こ
う
し
た
点
に
メ

ス
を
入
れ
な
け
れ
ば
地
場
産
を
大

幅
に
増
や
す
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
。
問
題
点
の
見
直
し
を
新
年
度

に
行
い
、
学
校
給
食
の
質
の
向
上

に
つ
な
げ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の

計
画
に
は
教
育
委
員
会
だ
け
で
な

く
、
町
の
産
業
課
が
中
核
と
し
て

参
画
す
る
。

学
校
給
食
で
の
地
場
野
菜
の

割
合
は
こ
こ
数
年
二
〇
㌫
以
下
。

県
全
体
の
平
均
的
な
と
こ
ろ
だ

ろ
う
。
地
産
地
消
運
動
が
浸
透

し
、
直
売
所
の
普
及
な
ど
を
受

け
、
野
菜
移
入
県
で
あ
る
本
県
で

も
七
、八
〇
㌫
が
地
場
産
と
い
う

先
進
地
も
出
て
き
た
。
供
給
体
制

の
組
織
化
や
意
識
の
向
上
が
図
ら

れ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

十
五
年
度
の
学
校
給
食
で
の

野
菜
使
用
量
は
二
十
七
品
目
で

一
二
、
〇
〇
〇
㌔
。
こ
の
う
ち

十
三
品
目
の
二
、一
〇
〇
㌔
が
地

場
産
。
年
間
購
入
量
の
多
い
も
の

は
タ
マ
ネ
ギ
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
、キ
ャ

ベ
ツ
、
ニ
ン
ジ
ン
が
二
㌧
前
後
、

次
い
で
ホ
ウ
レ
ン
草
、
ネ
ギ
、
ダ

イ
コ
ン
が
五
〜
六
〇
〇
㌔
。
品
目

ご
と
の
地
場
産
の
割
合
で
三
〇
㌫

を
越
え
る
の
は
ホ
ウ
レ
ン
草
、
ネ

ギ
、
マ
イ
タ
ケ
。
ニ
ン
ジ
ン
は
わ

ず
か
四
・
三
㌫
、キ
ュ
ウ
リ
に
至
っ

て
は
一
・
六
㌫
に
過
ぎ
な
い
。

年
間
の
作
付
け
計
画
を
立
て
、

契
約
栽
培
な
ど
を
導
入
す
れ
ば
移

行
は
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
し
、
安

定
的
な
供
給
も
可
能
に
な
る
。
学

校
栄
養
士
も
意
欲
的
だ
と
聞
い

て
い
る
。
学
校
給
食
で
使
う
量
は

微
々
た
る
量
で
は
あ
る
が
、
こ
れ

が
で
き
な
い
と
な
れ
ば
、
町
の
農

業
振
興
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
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ら
出
さ
れ
て
い
た
町
道
の
拡
幅

等
を
除
く
種
々
の
要
望
に
つ
い

て
、
受
け
入
れ
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

構
成
市
町
村
で
は
、
平
成
十
七

年
三
月
十
日
の
一
部
事
務
組
合

設
立
に
向
け
て
組
合
規
約
を
議

決
し
、
三
月
一
日
、
県
知
事
に

対
し
て
組
合
設
立
許
可
申
請
を

終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
生
活
環
境
影
響
調

査
を
含
む
業
務
委
託
な
ど
、
施

設
整
備
に
向
け
た
事
業
が
本
格

的
に
展
開
さ
れ
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

自
立
計
画
の
策
定
状
況
に
つ
い
て

一
月
二
十
一
日
、
庁
内
に
助
役
を
チ
ー

ム
キ
ャ
ッ
プ
と
し
た
自
立
計
画
策
定
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
そ
の
メ
ン
バ
ー
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
四
十
三
名
の
職
員
の

参
加
を
得
て
四
分
科
会
に
よ
る
協
議
が
続

い
て
い
ま
す
。

計
画
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
町
民
を

は
じ
め
関
係
機
関
と
の
協
議
を
含
め
成
案

を
取
り
ま
と
め
て
い
き
ま
す
が
、
行
政
改

革
大
綱
の
見
直
し
の
た
め
の
審
議
会
や
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
の
開
催
等
、
行
財

政
改
革
の
抜
本
的
見
直
し
を
行
う
と
と
も

に
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
示
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
協
議
さ
れ
た
中
か
ら
即
時
に
実

施
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
四
月
か
ら

火
曜
日
と
水
曜
日
の
週
二
回
、
住
民
票
や

印
鑑
証
明
書
等
の
交
付
時
間
を
午
後
七
時

ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

た
こ
と
な
ど
か
ら
約
一
千
万
円
が
次
年
度

へ
繰
り
越
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
先
般
、

来
年
度
に
向
け
た
対
応
を
協
議
し
ま
し
た

が
、
農
家
が
更
に
取
り
組
み
や
す
く
な
る

よ
う
交
付
要
件
の
一
部
を
見
直
し
、
特
産

物
振
興
を
含
め
産
地
づ
く
り
対
策
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

全
国
さ
く
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

今
年
、
五
月
六
日
か
ら
七
日
に
か
け
て

日
本
国
花
苑
で
開
催
さ
れ
る
全
国
さ
く
ら

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
さ
く
ら
に
関
す
る
品

種
や
育
種
の
研
究
栽
培
や
育
成
技
術
の
向

上
な
ど
、
文
化
的
な
探
求
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
全
国
の
桜
の
名
所
に
お
い
て
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
で
二
十
四

回
を
迎
え
る
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

さ
く
ら
を
通
し
て
町
づ
く
り
を
進
め
て
き

た
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
全
国
の
方
々
と
の
交
流
の
場
と
な
る

よ
う
、
町
民
多
数
の
参
加
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
契
機
に
日
本
国

花
苑
を
町
民
と
一
体
と
な
っ
て
育
て
、
さ

ら
に
す
ば
ら
し
い
公
園
と
し
て
愛
さ
れ
る

施
設
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
の
広
域
処
理
場

去
る
一
月
十
日
に
開
催
さ
れ
た
八
郎

湖
周
辺
六
市
町
村
廃
棄
物
対
策
協
議
会
で

は
、
若
美
町
中
央
部
に
位
置
す
る
松
木
沢

地
区
の
約
五
・
五
㌶
を
建
設
予
定
地
と
す

る
こ
と
で
、
所
有
者
か
ら
合
意
を
い
た
だ

い
た
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
搬
入
経
路
に
あ
た
る
松
木

沢
地
区
や
本
内
地
区
等
の
周
辺
町
内
会
か

第
三
次
井
川
町
総
合
振
興
計
画

前
期
実
施
計
画
に
つ
い
て

平
成
十
三
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
前

期
実
施
計
画
四
年
目
の
、
十
六
年
度
実
績

見
込
額
は
、
計
画
額
の
五
億
二
、六
〇
〇

万
円
に
対
し
八
％
減
の
四
億
八
、四
〇
〇

万
円
の
投
資
見
込
み
と
な
り
ま
す
。

主
要
課
題
で
あ
る
「
水 

清
ら
か
に

住
み
よ
く
や
す
ら
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
は

三
億
七
、三
〇
〇
万
円
の
計
画
額
に
対
し

一
九
％
減
の
三
億
二
〇
〇
万
円
で
、
内
訳

は
県
営
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
事
業
や
地
方

特
定
道
路
整
備
事
業
の
一
部
を
翌
年
度
に

繰
越
し
た
も
の
で
す
。

「
人 

す
こ
や
か
に
生
き
が
い
育
む
ま
ち

づ
く
り
」
は
、
三
、二
〇
〇
万
円
の
計
画

額
に
対
し
三
、一
〇
〇
万
円
の
ほ
ぼ
計
画

ど
お
り
の
実
績
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
緑 

さ
わ
や
か
に
発
展
培
う
ま
ち
づ
く

り
」
は
、
五
、六
〇
〇
万
円
の
計
画
額
に

行
政
報
告
要
旨

平
成
十
六
年
度
、
三
月
定
例
町
議
会
が

三
月
七
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
七
日
の
本
会
議
で
は
町

長
の
行
政
報
告
に
続
き
、
七
議
員
か
ら
の

一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
上
程
さ
れ
た
、
平
成
十
六
年
度

補
正
予
算
な
ど
三
十
四
議
案
が
、
原
案
ど

お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

行
政
報
告
の
要
旨
、
可
決
さ
れ
た
主
な

議
案
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
に
つ
い
て

町
に
配
分
さ
れ
た
平
成
十
七
年
産

米
の
生
産
数
量
は
、
加
工
米
を
含
め

四
千
七
百
四
十
三
㌧
、
約
七
万
九
千
俵
、

作
付
面
積
換
算
で
は
八
百
三
十
三
・
六
㌶

で
、
生
産
数
量
、
作
付
面
積
と
も
に
昨
年

と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

町
で
は
、
県
か
ら
の
配
分
を
受
け
て
、

昨
年
末
に
推
進
協
議
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
生
産
組
合
長
会
議
を
開
催
し
、
協
議

結
果
を
踏
ま
え
て
、
去
る
二
月
一
日
付
で

各
農
家
に
一
律
配
分
致
し
ま
し
た
。現
在
、

計
画
面
積
の
集
計
作
業
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
集
落
間
ご

と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
三
月
中
に
は
確

定
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

産
地
づ
く
り
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
今

年
は
約
八
千
万
円
が
国
か
ら
一
括
交
付
さ

れ
、
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
交
付
要
件
に

基
づ
き
各
農
家
へ
交
付
し
ま
し
た
が
、
大

豆
等
の
栽
培
面
積
が
計
画
時
よ
り
も
減
っ

6
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対
し
一
〇
・
七
％
増
の
六
、二
〇
〇
万
円

で
、
県
営
圃
場
整
備
事
業
の
増
額
等
に
よ

る
も
の
で
す
。

「
心 

豊
か
に
個
性
あ
ふ
れ
る
人
づ
く
り
」

は
、
六
、五
〇
〇
万
円
の
計
画
額
に
対
し

三
七
％
増
の
八
、九
〇
〇
万
円
で
、
地
区

分
館
整
備
等
に
よ
る
増
額
で
す
。

な
お
、
十
三
年
度
か
ら
五
カ
年
に
わ

た
る
前
期
実
施
計
画
の
投
資
見
込
み
額

は
、
十
七
年
度
ま
で
の
変
更
計
画
額
で

三
八
億
三
、三
〇
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

循
環
器
健
診
に
つ
い
て

去
る
二
月
十
六
日
に
開
催
し
た
健
康
づ

く
り
管
理
指
導
委
員
会
に
お
い
て
、
平
成

十
七
年
度
の
循
環
器
健
診
は
五
月
二
十
六

日
か
ら
六
月
三
日
ま
で
の
、
実
質
八
日

間
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
新
年

度
か
ら
は
、
新
た
に
節
目
健
診
と
し
て
、

今
年
四
〇
歳
、
四
五

歳
、
五
〇
歳
、
五
五

歳
、
六
〇
歳
に
な
る

方
全
員
を
循
環
器
健

診
の
勧
奨
対
象
者
と

す
る
健
診
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
入
所
、

小
・
中
学
校
入
学
の
状
況
に
つ
い
て

保
育
所
は
定
員
八
〇
人
に
対
し
八
七
人

で
、
園
長
を
含
め
て
十
一
人
の
保
育
士
で

保
育
に
あ
た
り
ま
す
。
現
在
、
保
育
所
で

は
、
様
々
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、乳
児
保
育
、延
長
保
育
、障
害
児
保
育
、

出
産
休
暇
終
了
直
後
か
ら
の
保
育
、
第
一

子
０
歳
児
、
第
三
子
の
保
育
料
の
無
料
化

な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
加
え
て

十
七
年
度
か
ら
は
、
保
護
者
の
傷
病
や
介

護
・
看
護
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
や
む
を
得
な

い
事
由
、
あ
る
い
は
育
児
疲
れ
な
ど
に
よ

り
家
庭
に
お
け
る
育
児
が
困
難
と
な
っ
た

場
合
、
一
時
的
に
児
童
の
保
育
を
実
施
す

る
一
時
保
育
事
業
を
実
施
し
、
子
育
て
支

援
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
育
児
相
談
や
育
児
サ
ー
ク
ル
の

育
成
等
を
行
う
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
を
保
育
所
内
に
設
置
し
、
総
合
的
に
子

育
て
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

幼
稚
園
は
、
六
一
人
の
入
園
で
、
教
諭

二
人
で
保
育
に
あ
た
り
ま
す
が
、幼
稚
園
・

保
育
園
の
一
体
保
育
を
実
施
し
、
多
様
化

さ
れ
た
保
育
需
要
に
積
極
的
に
対
応
し
て

参
り
ま
す
。

小
学
校
は
児
童
数
三
〇
八
人
、
学
級
数

十
四
学
級
（
う
ち
特
殊
学
級
が
三
学
級
）

で
、
校
長
を
含
め
二
一
名
の
配
置
内
示
を

受
け
て
お
り
ま
す
。
中
学
校
は
生
徒
数

一
八
〇
人
、
七
学
級
（
う
ち
特
殊
学
級
が

一
学
級
）
で
、
校
長
を
含
め
十
六
名
の
配

置
内
示
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
で
は
四
月

か
ら
二
学
期
制
を
導
入
し
、
教
員
と
児
童

生
徒
の
心
の
交
流
を
一
層
深
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
を
策
定

「
井
川
町
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」は
、

少
子
高
齢
化
、
社
会
経
済
情
勢
な
ど
私
た

ち
の
生
活
を
め
ぐ
る
状
況
が
変
化
し
て
い

く
な
か
で
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割

分
担
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
町
と
し
て
の
取

り
組
み
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

も
と
よ
り
、
男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権

を
尊
重
し
つ
つ
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
社

会
づ
く
り
は
重
要
な
行
政
課
題
で
あ
り
、

町
と
し
て
も
地
域
の
慣
行
を
見
直
し
、
望

ま
し
い
男
女
参
画
社
会
の
あ
り
方
を
正
し

く
理
解
し
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
自
主
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
、
住
民
一
人
一
人
が
地
域
づ
く
り
に
参

画
し
、
協
働
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
に
も
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

井
川
発
足
五
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

昭
和
三
十
年
二
月
一
日
、
上
井
河
村
と

下
井
河
村
が
合
併
し
、
井
川
村
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
て
平
成
十
七
年
二
月
一
日
で

五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

合
併
五
十
周
年
に
あ
た
り
、
さ
ら
な
る

本
町
の
発
展
を
記
念
し
て
、
町
制
施
行
日

で
あ
る
六
月
一
日
、
町
民
体
育
館
を
会
場

に
町
史
（
続
巻
）
発
刊
、
井
川
さ
く
ら
駅

開
業
十
周
年
と
併
せ
た
記
念
式
典
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■町議会の議員の定数を定める条例を改正しました。
町議会議員定数を現行１６人から４人減の１２人とします。
この条例は平成１７年４月以降の次回改選時から施行されます。

■井川町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例
を制定しました。

■井川町有線放送条例を改正し、有線放送使用料の前
納奨励金を廃止しました。

■一般会計補正予算に歳入歳出それぞれ２億７５０万円
を追加し、予算総額を３２億７, ０５０万円としました。
補正の主なものは、
◇マイタウンバス･生活バス路線維持費補助金 ７６５万２千円
◇診療所特別会計繰出金 ９７８万３千円
◇地方債の繰上償還 ２億３, ２８０万円
◆道路災害復旧事業費 ４９０万５千円の減
◆下水道事業特別会計繰出金 ３０８万円の減
◆水田農業対策費 ２８９万６千円の減

■井川町国民健康保険事業特別会計補正予算に歳入
歳出それぞれ１, ４４０万円を追加し、予算総額を
５億８, ５５８万６千円としました。

■国民健康保険井川町診療所特別会計補正予算に歳入
歳出それぞれ１, ５４０万円を減額し、予算総額を
１億５, １８０万円としました。
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■清掃内容

●道路側溝、カーブミラー、ガードレール、

不法投棄箇所などの清掃

●地区集会所など共同施設の清掃

●地域河川のクリーンアップ

●ねずみや衛生害虫の発生源の除去

●その他、地域の状況に応じた環境衛生活動

■清掃のポイント

①各町内で、側溝汚泥とその他の可燃・不燃

ごみやプラスチック類等を分別する

②一斉清掃による側溝汚泥は、最終処分場に

搬送する。搬送時は泥などを路上に飛散さ

せないこと

③その他のごみは、町で別途収集します

④最終処分場では大台・井内町内会が立会い、

不適正なものは受け入れしません

⑤町内一斉清掃以外の個人のごみは、受け入

れません

〔全町一斉清掃についての問い合わせ〕

役場町民課　（有） ４４１１
℡（８７４）４４１６

これまで一斉清掃等によるごみを「大野地埋
立処分場」で受け入れてきましたが、「廃棄物の
処理及び清掃に関する法律施行令」の改正によ
り平成 17 年４月からは、単純埋立処理ができ
なくなります。
そのため、今年から全町一斉清掃によるごみ

は分別し、側溝汚泥についてのみ大台地区の「最
終処分場」で受け入れて処理することになりま
した。側溝汚泥以外のごみは、地域で分別後、
町で別途収集します。
各地域においては側溝汚泥のくみ上げと搬

送、廃棄物の分別収集等にご理解とご協力をお
願いします。

みんなでつく
ろう　きれいな環境！

く
わ
し
く
は
、
役
場
町
民
課

・
戸
籍
窓
口
ま
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
５

有
線 

４
４
３
１

【
業
務
内
容
】

○
各
種
証
明
書
発
行
業
務
等

住
民
票
、
戸
籍
（
謄
本
・
抄
本

等
）
、
印
か
ん
証
明
書
の
発
行

な
ど

戸
籍
窓
口
業
務
の

時
間
延
長
を
実
施
し
ま
す

「
住
民
票
が
ほ
し
い
け
ど
、
勤
務
時
間

と
重
な
っ
て
、
取
り
に
行
く
時
間
が
な

い
」、「
仕
事
を
休
ま
な
い
と
印
鑑
証
明

を
取
り
に
行
け
な
い
」
な
ど
、
そ
の
よ

う
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

四
月
か
ら
役
場
で
は
、
各
種
証
明
書

の
発
行
業
務
時
間
を
延
長
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
毎
週
火
曜
・
水
曜
日
の
二

日
、
午
後
七
時
ま
で
延
長
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
（
開
庁
時
間
は
午
前
八
時
三

〇
分
）。
そ
れ
以
外
の
曜
日
は
、
通
常

ど
お
り
、
午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
午
後

五
時
十
五
分
ま
で
。
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秋
田
県
知
事
選
挙
の
告
示
が
３
月
31
日

に
行
な
わ
れ
、
投
票
日
が
４
月
17
日
に
決

ま
り
ま
し
た
。

こ
の
選
挙
は
県
知
事
の
任
期
満
了
に
伴

い
、４
年
に
一
度
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

お
忘
れ
な
く
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
投
票
場
所
・
時
間

町
内
９
箇
所
の
投
票
所
で
午
前
７
時

か
ら
午
後
７
時
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
第
９
投
票
所
（
大
台
地
区
）

は
６
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
町
内
で
投
票
で
き
る
人

・
昭
和
60
年
４
月
18
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

・
平
成
16
年
12
月
30
日
以
前
に
井
川
町
に
住

民
登
録
し
、
引
き
続
き
町
に
住
ん
で
い
る
人

■
期
日
前
投
票

・
仕
事
や
旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭

な
ど
で
投
票
日
当
日
に
投
票
所
へ
行
く

こ
と
の
で
き
な
い
人

期
間
：
４
月
１
日
（
金
）
〜
16
日
（
土
）

土
曜
・
日
曜
も
投
票
で
き
ま
す

（
告
示
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
）

時
間
：
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

会
場
：
入
場
券
を
持
参
し
て
町
選
挙
管
理

委
員
会
（
役
場
２
階
会
議
室
）
へ
。

印
鑑
不
要
。

■
不
在
者
投
票

・
長
期
出
張
な
ど
で
井
川
町
外
に
滞
在
し

て
い
る
方

・
入
院
や
施
設
へ
入
所
し
て
い
る
方

井
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
投
票
用
紙

等
を
請
求
し
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
投
票
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
滞
在
先

の
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
や
各
施
設
の

事
務
局
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

・
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
（
身
障

手
帳
の
障
害
の
程
度
が
１
級
か
２
級
）

・
介
護
保
険
制
度
要
介
護
５
に
認
定
さ
れ

て
い
る
方

在
宅
で
郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
投
票
日
前
４
日
（
４
月

13
日
）
ま
で
に
投
票
用
紙
交
付
の
請
求
手

続
き
が
必
要
で
す
。
く
わ
し
く
は
、
町
選

挙
管
理
委
員
会
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【井川町選挙管理委員会】
電話（８７４）４４２５　有線 ４５１１

こ ど も セ ン タ ー

４
月
か
ら
、

一
時
保
育
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

井
川
町
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
４
月

か
ら
一
時
保
育
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ

は
保
護
者
等
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に

よ
り
育
児
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
一

時
的
に
児
童
の
保
育
を
行
う
も
の
で
す
。

一
時
保
育
の
形
態
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

①
保
護
者
の
短
期
お
よ
び
断
続
的
な
労

働
、
職
業
訓
練
や
就
学
等
に
よ
り
、

平
均
週
三
日
程
度
の
保
育
が
必
要
な

場
合

②
保
護
者
の
傷
病
、
災
害
・
事
故
、
出

産
、
介
護
や
看
護
、
冠
婚
葬
祭
な
ど

に
よ
り
緊
急
か
つ
一
時
的
に
保
育
が

必
要
な
場
合

③
保
護
者
の
育
児
等
に
と
も
な
う
心
理

的
お
よ
び
肉
体
的
負
担
を
解
消
す
る

た
め
な
ど
に
よ
り
一
時
的
に
保
育
が

必
要
な
場
合

□
料
金
（
児
童
一
人
、
一
日
あ
た
り
）

乳
児 

一
、八
〇
〇
円

（
四
時
間
あ
た
り　
一
、一
〇
〇
円
）

一
歳
児
以
上 

一
、一
〇
〇
円

（
四
時
間
あ
た
り　
　

七
〇
〇
円
）

※
一
時
保
育
の
保
育
期
間
は
五
日
以
内
。

※
一
時
保
育
を
希
望
す
る
方
は
、
五
日

以
上
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
緊
急
時
を
除
く
）

く
わ
し
く
は
、
井
川
町
教
育
委
員
会
へ

有
線 

４
５
３
８

電
話
（
８
７
４
）
４
４
２
４

井
川
町
発
足
五
十
周
年
記
念 

平
成
十
七
年
六
月
一
日
発
刊
予
定

井
川
町
史

井
川
町
史
　

続
巻

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
●
井
川
町
役
場
情
報
課 

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
３ 

有
線
４
５
６
６

本
書
は
前
井
川
町
史
の
続
巻
と
し
て
発
刊

す
る
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
郷
土
の
来
し

方
を
体
系
的
に
、
総
合
的
に
一
望
で
き
る

よ
う
編
集
し
ま
し
た
。

過
去
を
振
り
返
る
こ
と
は
、
ま
た
さ
ら
な

る
未
来
へ
の
指
針
を
も
与
え
て
く
れ
ま
す
。

一
家
に
一
巻
、
ご
予
約
を
お
奨
め
し
ま
す
。

Ａ
５
版 

五
七
〇
頁

本
文
一
〇
・
五
ポ 

明
朝 

一
段
組
み

上
製
ホ
ロ
ー
バ
ッ
ク
・
布
ク
ロ
ス
・
函
入
り

予
約
価
格 

一
、五
〇
〇
円
・
送
料
別

（
頒
布
価
格 

二
、五
〇
〇
円
・
送
料
別
）



日
本
国
花
苑
誕
生　

―

植
樹
祭

前
日
の
雨
が
す
っ
き
り
晴
れ
上
が
っ

て
、
新
設
な
っ
た
小
学
校
統
合
校
舎
向
か

い
の
丘
一
帯
は
、
春
の
光
に
映
え
て
い
た
。

①
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
ご
訪
欧

②
秋
田
県
立
県
百
年

③
井
川
小
学
校
統
合
校
舎
建
設

④
村
民
い
こ
い
の
森
県
指
定
を
記
念
し

て
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
十
八
日
、
日
本

国
花
苑
の
桜
の
植
樹
祭
で
あ
る
。

こ
の
丘
を
全
国
各
地
の
名
桜
を
集
め
た

桜
の
公
園
に
し
て
村
民
の
心
の
ふ
る
さ
と

に
し
よ
う
と
、
前
年
に
「
村
民
い
こ
い
の

森
」
と
し
て
県
の
指
定
を
受
け
、
社
会
福

祉
会
館
（
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
・
国
花
苑

の
前
身
）
を
中
心
に
周
囲
の
雑
木
を
切
り

払
い
、
起
伏
の
斜
面
に
遊
歩
道
を
巡
ら
し

て
植
樹
の
準
備
を
進
め
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
日
、
鷲
谷
嘉
兵
衛
村
長
ほ
か
村

内
各
種
機
関
、
団
体
、
部
落
会
等
々
の
関

係
者
、
小
畑
勇
二
郎
県
知
事
、
齋
藤
正
寧

県
議
会
議
員
ほ
か
県
関
係
部
課
長
、
そ
れ

に
苗
木
寄
贈
と
公
園
立
地
の
指
導
に
当
た

ら
れ
た
京
都
大
学
理
学
部
広
江
美
之
助
理

学
博
士
（
植
物
）、
日
本
花
の
会
事
務
局

の
桜
田
隆
範
氏
、
古
典
文
学
研
究
家
で

木
更
津
高
校
教
諭
（
小
今
戸
出
身
）
の
森

田
喜
郎
氏
、
そ
の
ほ
か
町
内
外
の
来
賓
等

百
七
十
名
余
が
こ
の
丘
に
立
ち
、
赤
松
の

樹
間
か
ら
眺
望
す
る
湖
東
平
野
の
風
光
に

ま
ず
感
嘆
し
た
。

眼
下
に
は
県
内
陸
工
業
団
地
第
一
号
と

し
て
造
成
が
始
ま
っ
た
広
大
な
敷
地
、
井

川
の
う
ね
り
に
沿
う
屋
根
屋
根
と
国
道
七

号
一
帯
の
村
中
心
部
、
そ
の
西
方
に
は
清

澄
な
八
郎
湖
が
光
り
、
男
鹿
三
山
が
微
か

な
霞
を
ま
と
っ
て
い
る
。
北
西
に
目
を
転

ず
れ
ば
、
五
城
目
、
八
郎
潟
を
俯
瞰
し
て

は
る
か
大
潟
村
の
サ
イ
ロ
が
蜃
気
楼
の
よ

う
に
輝
い
て
地
平
線
へ
と
続
く
。
村
民
の

多
く
も
初
め
て
見
る
風
景
で
あ
っ
た
。

二
百
余
種
二
千
本
の
全
国
で
も
珍
し

い
桜
公
園
を
構
想
し
な
が
ら
、
こ
の
日
の

第
一
次
植
栽
に
用
意
さ
れ
た
苗
木
は
、
桜

二
十
六
種
、
花
桃
六
種
、
計
六
百
二
十
六

本
。村

内
唯
一
の
公
園
づ
く
り
と
あ
っ
て
多

く
の
村
民
も
集
ま
り
、
喜
び
に
充
ち
夢
を

抱
い
て
日
本
国
花
苑
の
植
樹
祭
が
始
め
ら

れ
た
の
で
あ
っ
た
。

出
会
い
、
古
典
が
か
け
橋

桜
の
研
究
、
育
成
に
心
血
を
注
ぎ
、
第

一
線
で
活
躍
し
て
い
る
実
践
家
や
そ
の
普

及
に
当
た
っ
て
い
る
日
本
花
の
会
を
知
る

事
が
で
き
た
の
は
、
本
町
出
身
森
田
喜
郎

氏
の
厚
意
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
、
千
葉
県
木
更
津
高
校
の
教
職
に

あ
っ
た
森
田
氏
は
、
大
学
時
代
か
ら
古
典

文
学
の
研
究
に
打
ち
込
み
、
特
に
「
雨
月

物
語
」
や
「
春
雨
物
語
」
で
知
ら
れ
る
江

戸
時
代
の
小
説
家
上
田
秋
成
の
研
究
を
深

め
、
昭
和
四
十
五
年
一
月
紀
伊
国
屋
書
店

か
ら
新
書
版
の
「
上
田
秋
成
」
を
出
版
し
、

植
樹
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は

植
樹
祭
で
植
え
ら
れ
た
桜
と
花

桃
が
次
の
よ
う
に
載
っ
て
い
る

〇
桜―

関
山
、思
川
、台
湾
緋
桜
、

普
賢
象
、
松
月
、
奧
都
、
白
菊
、

紅
八
重
大
島
、
吉
野
桜
、
吉

野
山
桜
、
手
毬
、
金
輪
寺
白
妙
、

佐
野
菊
桜
、
御
衣
黄
、
緋
寒

桜
、
箒
桜
、
虎
ノ
尾
、
塩
釜

桜
、
妹
背
、
寒
桜
晩
咲
、
日
暮
、

紅
一
重
枝
垂
、
白
一
重
枝
垂
、

滝
枝
垂
、
牡
丹
桜

（
計
二
十
六
種
）

〇
花
桃―

二
条
枝
垂
、
源
平
枝

垂
、
相
模
枝
垂
、
源
平
緋
桃
、

黒
川
矢
口
、
紅
葉
紅
桃

（
計
六
種
）
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郷
土
へ
の
思
い
と

郷
土
へ
の
思
い
と

　

人
々
の
出
会
い
が
花
を
つ
け
た

　

人
々
の
出
会
い
が
花
を
つ
け
た

―
二
百
種
二
千
本
の
桜
の
園
「
日
本
国
花
苑
も
の
が
た
り

二
百
種
二
千
本
の
桜
の
園
「
日
本
国
花
苑
も
の
が
た
り
」（
前
編
）

（
前
編
）―

郷
土
を
思
う
心
が
つ
な
が
り
生
ま
れ

た
〝
国
花
苑
〞。
広
報
い
か
わ
で
は
前･

後
編
の
二
回
に
わ
た
り
、
日
本
国
花
苑
そ

の
生
い
立
ち
を
紹
介
し
ま
す
。



日
本
図
書
館
協
議
会
の
推
薦
図
書
に
選
定

さ
れ
た
。

東
京
九
段
の
私
学
会
館
で
出
版
記
念
会

が
行
わ
れ
た
の
に
続
い
て
、
郷
里
で
も
出

版
記
念
会
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
同
年
八

月
十
四
日
同
級
生
有
志
が
主
催
（
公
民
館

後
援
）
し
て
井
川
荘
（
後
の
社
会
福
祉
会

館
〜
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
国
花
苑
）
で
開

催
さ
れ
た
。

長
い
こ
と
郷
里
を
離
れ
て
、
学
究
一
途

だ
っ
た
森
田
氏
に
と
っ
て
、
村
内
外
か
ら

旧
友
、
恩
師
、
学
友
な
ど
、
知
己
六
十
余

名
が
集
ま
っ
た
こ
の
会
は
言
葉
に
尽
く
せ

な
い
も
の
が
あ
り
、
特
に
、
鷲
谷
村
長
は

じ
め
、
議
会
や
教
育
委
員
会
関
係
者
ほ
か

郷
里
の
人
々
の
熱
い
心
に
触
れ
て
、
郷
里

の
あ
り
が
た
さ
が
身
に
し
み
「
こ
の
恩
は

い
つ
か
き
っ
と
返
し
た
い
」
と
心
中
深
く

刻
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

―

古
典
文
学
研
究
の
上
で
上
田
秋
成
の
存

在
は
看
過
で
き
な
い
と
い
わ
れ
、
各
地
で

秋
成
の
研
究
会
が
出
来
て
い
た
。

京
都
の
「
上
田
秋
成
文
学
研
究
会
」
の

会
長
が
京
都
大
学
理
学
部
の
理
学
博
士
広

江
美
之
助
先
生
で
あ
っ
た
。
広
江
先
生
は
、

植
物
分
類
学
の
権
威
で
、
そ
の
研
究
は
現

存
す
る
植
物
ば
か
り
で
な
く
古
典
上
の
植

物
に
ま
で
及
び
、
当
然
な
が
ら
古
今
を
通

じ
て
桜
に
つ
い
て
の
権
威
で
も
あ
っ
た
。  

処
女
出
版
と
は
い
い
な
が
ら
学
術
書
と

し
て
の
森
田
喜
郎
著
「
上
田
秋
成
」
に
同

会
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
、
京
都
の
研
究

会
か
ら
森
田
氏
が
招
へ
い
さ
れ
た
。

講
演
後
、
会
長
の
広
江
先
生
と
雑
談
し

て
い
る
中
で
、
先
生
が
植
物
学
者
と
し
て

「
日
本
花
の
会
」
に
関
係
し
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
や
が
て
話
は
「
桜
」
に
及
ん
だ
。

そ
の
と
き
、
森
田
氏
の
脳
裏
を
よ
ぎ

っ
た
の
は
、
あ
の
日
（
出
版
記
念
会
）
以

来
胸
に
秘
め
て
い
た
郷
里
へ
の
思
い
で
あ

る
。

①
日
本
花
の
会
で
は
、
全
国
各
地
の
公
園

や
公
共
の
施
設
に
毎
年
各
種
の
桜
苗
を

寄
贈
し
て
い
る
こ
と

②
各
地
の
公
園
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
主
流

で
、
歴
史
あ
る
名
桜
を
集
め
た
公
園
は

極
く
少
な
い
こ
と

③
桜
の
研
究
に
は
、
各
地
に
点
在
す
る
桜

の
開
花
期
に
合
わ
せ
て
各
地
に
旅
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
極
め
て
困
難

な
こ
と

④
各
種
の
桜
を
本
格
的
に
集
め
る
公
園
が

あ
る
な
ら
、
全
国
で
も
珍
し
く
、
学
術

的
に
も
貴
重
な
も
の
に
な
ろ
う
こ
と

―
な
ど
な
ど

広
江
先
生
の
話
を
聞
き
な
が
ら
森
田
氏

は
、
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ
て
登
校
し

た
小
学
校
や
桜
吹
雪
の
飛
塚
グ
ラ
ン
ド
で

の
運
動
会
な
ど
、
遠
く
な
っ
た
風
景
を
甦

ら
せ
な
が
ら
、
『
何
と
か
郷
里
に
新
し
い

心
の
ふ
る
さ
と
を
作
れ
な
い
も
の
か
？
』

と
思
う
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
年
の
八
月
、
私
（
筆
者
）
は
村
の

産
業
経
済
課
を
担
当
し
な
が
ら
、
湖
東
病

院
に
入
院
の
身
で
あ
っ
た
。

盆
中
の
十
七
日
、
思
い
が
け
な
い
千
葉

の
森
田
氏
が
友
人
を
伴
っ
て
ベ
ッ
ト
の
前

に
現
れ
、
見
舞
い
か
た
が
た
前
記
の
桜
の

こ
と
を
説
明
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
そ
ん
な

に
広
く
な
く
て
も
い
い
、
小
公
園
が
出
来

そ
う
な
場
所
は
無
い
か
？
お
ま
え
な
ら
村

内
の
事
情
が
よ
く
わ
か
る
だ
ろ
う
」
と
、

問
う
の
で
あ
っ
た
。
私
は
、「
す
ぐ
役
場

に
連
絡
を
と
る
か
ら
、
ぜ
ひ
村
の
首
脳
に

直
接
あ
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
進
言
し

た
。千

葉
に
帰
っ
た
森
田
氏
か
ら
「
鷲
谷

村
長
か
ら
手
紙
が
あ
っ
て
、『
村
議
会
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
是
非
受
け
る
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
自
分
と
し
て
も
最
後
の

仕
事
と
し
て
や
り
た
い
。
場
所
は
取
得
予

定
の
小
学
校
（
建
築
中
）
の
隣
地
を
公
園

に
し
た
い
か
ら
一
千
本
ほ
ど
お
願
い
し
た

い
』
と
の
内
容
だ
っ
た
」
と
の
封
書
が
届

い
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
一
週
間
後

の
事
で
あ
っ
た
。

11
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こ
の
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
は
六
月
か

ら
、
井
川
小
学
校
統
合
校
舎
の
第
一
期
工

事
が
始
ま
り
、隣
接
す
る
民
間
経
営
の
「
井

川
荘
」
を
村
が
買
い
上
げ
て
社
会
福
祉
会

館
と
し
、
併
せ
て
周
辺
の
林
地
を
公
園
化

し
よ
う
と
す
る
計
画
が
進
ん
で
い
た
。
森

田
氏
の
話
は
こ
の
計
画
と
相
乗
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
あ
っ
た
。

天
皇
、
皇
后
ご
訪
欧
記
念
・

桜
の
使
節
団
と
同
種
、
二
十
六
種

桜
公
園
の
話
を
是
非
進
め
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
鷲
谷
村
長
か
ら
の
手
紙
を
受

け
た
森
田
氏
は
、
早
速
京
都
の
広
江
先
生

を
通
じ
て
日
本
花
の
会
に
計
画
構
想
を
伝

え
、
苗
木
の
寄
贈
を
願
い
出
た
。

折
し
も
昭
和
四
十
六
年
は
、昭
和
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
の
ご
訪
欧
が
実
現
し
、
こ
れ

を
記
念
し
て
財
団
法
人
世
界
平
和
協
会
の

「
世
界
平
和
の
た
め
の
親
善
使
節
団
」
が

欧
州
六
ヶ
国
（
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、

ス
イ
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
タ

リ
ア
、
バ
チ
カ
ン
）
を
訪
問
す
る
事
に
な

り
、
平
和
希
求
の
証
と
し
て
、
日
本
国
憲

法
前
文
抄
録
の
楯
と
、
日
本
の
国
花
で
あ

る
桜
を
た
ず
さ
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

寄
贈
す
る
桜
の
種
類
は
、
同
使
節
団
の

技
術
顧
問
を
つ
と
め
る
桜
博
士
こ
と
、
広

江
美
之
助
先
生
の
提
唱
で
、
各
々
の
訪

問
国
に
名
桜
苗
二
十
六
種
、
合
わ
せ
て

千
五
百
五
十
本
と
い
う
こ
と
で
、
苗
木

は
日
本
花
の
会
の
全
面
協
力
で
供
給
さ

れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
大
々
的
な

桜
の
寄
贈
植
栽
が
メ
ー
ン
と
な
っ
た
こ
の

使
節
団
は
、「
桜
の
使
節
団
」
と
も
呼
ば

れ
、
十
月
五
日
か
ら
十
九
日
間
の
旅
程
で

行
わ
れ
た
。

広
江
先
生
も
日
本
花
の
会
も
多
忙
な
時

期
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
挟
ん
で
森
田

氏
は
関
係
者
と
の
連
絡
を
重
ね
た
結
果
、

特
に
広
江
先
生
の
は
か
ら
い
に
よ
っ
て
、

井
川
村
が
計
画
す
る
桜
公
園
に
は
天
皇
、

皇
后
ご
訪
欧
記
念
と
い
う
こ
と
で
「
桜

の
使
節
団
」
が
持
参
し
た
苗
木
と
同
様
の

二
十
六
種
、
苗
木
は
日
本
花
の
会
か
ら
寄

贈
、
と
い
う
具
体
的
な
計
画
が
練
ら
れ
た

の
で
あ
っ
た
。

桜
博
士
が
名
付
け
親

桜
苗
木
寄
贈
が
予
想
以
上
に
早
ま
る
形

勢
と
あ
っ
て
、
地
元
の
準
備
が
追
わ
れ
る

形
と
な
っ
た
。
公
園
建
設
の
大
方
針
は
決

ま
っ
た
も
の
の
、
具
体
的
な
計
画
は
こ
れ

か
ら
で
、
専
門
家
で
あ
る
広
江
先
生
か
ら

現
地
を
診
断
し
て
も
ら
う
こ
と
が
先
決
で

あ
っ
た
。

先
生
が
多
忙
な
日
程
を
繰
り
合
わ
せ
森

田
氏
同
道
で
来
村
し
た
の
は
、
桜
の
使
節

団
と
し
て
欧
州
か
ら
帰
国
し
た
十
一
月
の

末
で
あ
っ
た
。

旧
秋
田
空
港
（
秋
田
市
新
屋
）
に
午
後

の
便
で
降
り
た
先
生
は
、
ま
ず
現
地
に
直

行
し
て
踏
査
し
、
夕
方
役
場
で
そ
の
結
果

を
語
ら
れ
た
。「
当
地
は
立
地
条
件
、
土

性
と
も
桜
公
園
と
し
て
申
し
分
な
く
、
特

に
適
度
な
起
伏
と
南
、
西
、
北
、
の
各

斜
面
が
組
み
合
っ
て
い
て
、
暖
地
、
寒
地

の
品
種
を
選
ん
で
植
え
る
の
に
都
合
が
良

い
。
そ
の
う
え
、
風
光
明
媚
、
変
化
に
富

ん
だ
個
性
あ
る
桜
公
園
と
し
て
た
ぐ
い
希

な
好
適
地―

」
と
、
先
生
自
身
も
感
嘆
の

様
子
で
あ
っ
た
。

当
地
が
初
め
て
と
い
う
広
江
先
生
は
、

そ
の
日
森
岳
温
泉
に
宿
泊
し
た
。
郷
土
料

理
を
賞
味
し
て
も
ら
い
な
が
ら
夕
食
を
共

に
し
た
鷲
谷
村
長
は
、
以
前
か
ら
気
に
し

て
い
た
公
園
の
名
称
に
つ
い
て
先
生
の
意

見
を
伺
っ
た
。

先
生
は
、
い
と
も
自
然
に
「
日
本
国
花

園
」
が
良
い
で
し
ょ
う
と
二
つ
返
事
で
答

え
ら
れ
、
桜
が
日
本
の
国
花
た
る
所
以
を

語
る
の
で
あ
っ
た
。
村
長
は
う
な
ず
き
な

が
ら
「
園
」
を
「
苑
」
に
し
た
ら
ど
う
か
？

と
、
桜
公
園
の
イ
メ
ー
ジ
を
浮
か
べ
、
名

称
の
格
調
を
考
え
て
い
る
風
で
あ
っ
た
。

（
次
号
へ
続
く
）

※この記事は「広報いかわ」平成八年四
月号～平成九年十月号まで連載した、
赤沢町内の斎藤肇氏執筆による「日本
国花苑ものがたり」を抜粋し、再掲し
たものです。
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今年も桜の季節がやってきます。町の
シンボル・日本国花苑でも桜のつぼみが
日に日にその膨らみを増し、春の訪れを
心待ちにしているかのようです。
今春、町では『全国さくらシンポジウ

ム in いかわ』を開催します。このシンポ
ジウムは、桜に関する品種や育種の研究、
栽培や保存技術の向上と文化的な研究を
図ることを目的に、財団法人日本花の会
が主催して毎年全国各地の桜の名所で開
催され、今年度第24回を数えます。昨年
は長野県須坂市で行われ、また秋田県内
では 2000年（第 19回）に角館町で開
催されました。
全国から桜の専門家や愛好家を本町に

迎えて開催するこのシンポジウムに町民
多数の参加をお願いします。

　日本国花苑さくらまつり　

４月27日（水）～５月８日（日）

    桜画廊・似顔絵コーナー

４月29日（金）
 全県選抜少年野球大会
 歌と踊りの集い・ヤートセ秋田
 お花見フリーマーケット
 お茶会

５月  １日（日）
 石彫ワークショップ
 石ころに色をぬって何かをつくろう！

５月６日（金）
■シンポジウム
12：00 開場・受付（井川町立井川小学校体育館）

13：00 全国さくらシンポジウム開会

13：30 記念講演
「さくら発７つのメッセージ

 ― 聖性から笑いまで」
 前秋田経済法科大学学長 井上 隆明 氏

14：25 活動報告
①我が町における桜の管理について

 ― 現状と課題 井 川 町
　国花苑桜樹勢調査結果報告
 日本花の会　田中 秀明 氏
②ボランティア活動でつくる桜の郷づくり
 日本花の会栗駒支部・大手花の会　伊藤　優 氏
③子供と共に歩む桜の郷づくり
北海道教育大学函館校非常勤講師　浅利 政俊 氏

15：35 パネルディスカッション
桜と四季の花咲く町づくりを目指して

パネラー
琉球大学教授 比嘉 照夫 氏
秋田県花いっぱいの会理事 阿部 恭子 氏
井川町産業課長 遠藤 政勝 氏

コーディネーター
NPO秋田県国際協力協議会理事長
秋田バラ会会長 奈良　洋 氏

■交 流 会 （18：00～　井川町農村環境改善センター）

５月７日（土）
■現地見学会
9：00 日本国花苑集合

9：30 記念植樹

10：00 国花苑見学「さくらと彫刻のハーモニー」

12：00 閉 会

※シンポジウムへの参加は自由です（申込み不要）

※５月６日（金）の交流会への参加費一人４, ０００円。

交流会への参加を希望される方は、４月１５日（金）

までに役場産業課まで申込みください。

期間
中
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認
定
農
業
者
制
度
と
は
？

意
欲
あ
る
農
業
者
が
自
ら
の
経
営

を
計
画
的
に
改
善
す
る
た
め
に
作
成

し
た
「
農
業
経
営
改
善
計
画
」
を
町

が
認
定
し
、
そ
の
計
画
達
成
に
向
け

た
取
り
組
み
を
関
係
機
関
・
団
体
が

支
援
す
る
仕
組
み
で
す
。

農
業
経
営
改
善
計
画
と
は
？

「
よ
り
大
規
模
経
営
を
し
た
い
」「
生

産
の
ム
ダ
を
省
き
た
い
」
な
ど
農
業

経
営
を
改
善
す
る
意
欲
を
お
持
ち
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

農
業
経
営

改
善
計
画
と
は
経
営
規
模
や
所
得
、

労
働
時
間
を
数
字
で
表
し
な
が
ら
、

農
家
経
営
の
現
状
を
点
検
し
、
５
年

後
の
経
営
目
標
と
達
成
に
向
け
た
方

策
を
具
体
的
に
す
る
計
画
で
す
。

意
欲
の
あ
る
人
が
認
定
対
象
で
す

認
定
農
業
者
は
、
個
人
だ
け
で
な

く
法
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た

新
規
就
農
を
め
ざ
す
方
や
兼
業
農
家

の
方
、
農
地
を
持
た
な
い
畜
産
や
施

設
園
芸
な
ど
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
計
画
は
、
町
の
農

業
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー
等
で
指
導
・

助
言
を
受
け
な
が
ら
作
成
で
き
ま

す
。
提
出
さ
れ
た
個
々
の
計
画
を
町

の
基
本
構
想
に
照
ら
し
な
が
ら
「
達

成
で
き
る
計
画
か
ど
う
か
」
を
判
断

し
、
認
定
さ
れ
ま
す
。

認
定
農
業
者
に
な
る
と
、
様
々
な

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
農
業
委
員
会
に
よ
る
農
用
地
の
利

用
集
積
の
支
援

②
税
制
上
の
特
例
（
割
増
償
却
制
度
な
ど
）

③
農
林
漁
業
金
融
公
庫
な
ど
か
ら
の

融
資
の
配
慮

④
経
営
相
談
、
経
営
分
析
、
認
定
農

業
者
同
士
の
交
流

⑤
経
営
管
理
能
力
の
向
上
に
向
け
た

講
習
会

⑥
経
営
改
善
の
た
め
の
情
報
提
供

■
認
定
農
業
者
制
度
に
関
す
る

相
談
・
問
い
合
わ
せ

井
川
町
役
場･

産
業
課

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
８ 

(有 )
４
５
４
６

井
川
町
農
業
委
員
会

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
９ 

(有 )
４
４
９
７

事 動 （平成 17 年４月１日付け）

【役場関係職員】
健康課参事 （町民課参事） 工 藤 光 信
健康課係長 （情報課係長） 鷲   谷  五十鈴
健康課主任 （産業課主事） 渡 部 孝 夫
産業課課長補佐 （健康課課長補佐） 鷲 谷 清 利
産業課係長 （健康課主査） 伊 藤 信 子
産業課主任 （教育委員会主事） 伊 藤 健 一
町民課課長補佐 （農業委員会次長） 八 柳 友 美
町民課係長 （産業課係長） 半 田 久 士
農業委員会係長 （町民課係長） 伊 藤 祐 幸
情報課係長 （税務課主査） 川 村 喜 之
情報課主事 （税務課主事） 高 橋 幸 司
出納室主査 （診療所主査） 松 田 淳 子
税務課主任 （出納室主任） 伊 藤 　 修
税務課主事 （総務課主事） 齊 藤 　 仁
水道課主任 （情報課主任） 安 田 和 利
診療所主事 （健康課主事） 森 田 陽 子
総務課主事 （町民課主事） 松 岡 　 明

 《退 職》 水道課課長補佐 半 田 武 一
 教育委員会事務局係長 伊 藤 一 男
【教育委員会】
教育委員会次長 （給食センター所長） 高 橋 隆 義
教育委員会主任 （総務課主任） 鷲 谷 幸 平
教育委員会主事 （健康課主事） 伊 藤 　 譲
小学校校務係長（診療所補助看護師）　中 道 恵 子

【井川小学校】
G退 職　　校 長 大 竹 　 東
G転 出　　教 諭 佐 藤 淳 子 （追 分 小）
  桐生さとみ （八郎潟小）
  玉 置 敏 彦 （下 浜 小）
  浅 野 光 子 （沖田面小）
  大 山 知 巳 （鶴 舞 小）
  加 藤 　 明 （船川第一小）
 養護教諭 根布谷寿美子
G転 入　　校 長 丸 山 陽 二 （飯田川小）
 　教 諭 島 崎 浩 子 （五城目小）
  石 井 浩 司 （北 陽 小）
  三 浦 喜 博 （大 潟 小）
 養護教諭 小 栗 道 子 （鷹巣南小）

【井川中学校】
G転 出　　教 諭 金 谷 正 裕 （大館東中）
  松 塚 信 子 （秋田東中）
  大 堤 光 司 （天 王 中）
  伊 藤 隆 一 （大 潟 中）
G転 入　　教 諭 工藤百合子 （勝 平 中）
  一関あゆ子 （天王南中）
  小山田　聡 （八 竜 中）
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公民館だより�

TEL（874）4422　　有線4443

教室・講座 開　催　日 備　　考

和太鼓サークル 9、23日（土） 会場　公民館

英 会 話 教 室
6、13、

20、27 日（水）
会場　公民館

新入生を持つ親へ新入生を持つ親へ
～家族にできること～

　ドキドキしながら入学を待っている小学一年生
を、家族はどう見守ればいいのでしょうか。国の総
合児童センター「こどもの城」小児保護部臨床心理
士の植松紀子さんの文をご紹介します。

◇大切な準備時間
　小学校入学を前に、ランドセル、机などが届き、
子どもたちはランドセルを背負って、机の前に座っ
てみたりしているところでしょうか。靴袋、給食袋
などお母さんが作ってくれたりして、しばらくあわ
ただしくなります。この準備期間がとても大事です。
学校というものが楽しみな所で、家族中がそれに向
かっている……このことは、子どもにとってすばら
しい思い出になり、自分が大事にされていると感じ
る瞬間でもあります。
　しかし、わくわくするけれど、半面怖いとも感じ
ています。だから必要以上に緊張するのです。妙に
はしゃいでいるのは、緊張の裏返しであることを理
解してあげましょう。

◇生活習慣の第一歩
　一日の始まりの“起きる”ことについて考えてみ
ましょう。
　自分で起きることは生活習慣の自立への第一歩で
す。もし、親が起こしているのでしたら、自分で起
きる練習が必要になるでしょう。自分用の目覚まし
時計を用意してあげましょう。そうすれば、「早く！
早く！」とせかすこともなくなります……。

（以上　毎日新聞より）

☆気持ちよく朝が迎え
られ、お子さんが楽しい
学校生活を送ることがで
きますよう、ご家族で頑
張っていきましょう！

教室・講座 開　催　日 備　　考

絵 手 紙 教 室 7、21 日（木） 会場　公民館

井川高齢大学・大学院 22 日（金） 会場　公民館　入学式

お 茶 を 楽 し む 26 日（火） 会場　公民館

いろんな世界が待ってるヨ！
公民館図書室

ピッカピカ一年生のこころおどる新学期です！
ご家庭での読書の時間が楽しいひとときになりますように…
今月の本の紹介を致します！

くまの　こうちょうせんせい こんの　ひとみ／金の星社
　NHKスペシャル「よみがえる教室」、朝日新聞、AERAなどで
紹介。「命の授業」の校長先生をモデルにした絵本。

茅ヶ崎市立浜之郷小学校　校長・大瀬敏昭先生をモデルに
歌手、こんのひとみと、絵本作家いもとようこが絵本化。

はじめてのおるすばん しみず　みちを／岩崎書店
　三つのみほちゃんの初体験。はじめてのおるすばんをすること
になり、ドキドキ不安な気持ちが伝わってきそうです。

高野優のランドセルママ 高野　優／主婦の友社
　小学校という未知の扉よ　開け、ゴマ。
　お勉強は？　おこづかいは？　習い事は？　小学生をもつ60人に聞
いた「イマドキ小学校アンケート」もついてます。

名言集  D・カーネギー／創元社
　カーネギーが収集した古今東西の名句と彼自身の名言を分類整
理した知恵の宝庫。　

D・カーネギーは、米国のビジネスマンにとって必読書と
なっているようです。日本でも是非読んでほしい一冊です。

あらすじで読む日本の名著（1）（2）（3）
中経出版／小川義男

　近代日本文学の名作が２時間でわかる！
　明治から昭和にかけての日本文学の名作をあらすじで収録。

読み忘れた名著・映画・舞台で　おなじみの名作が続々登場します。

街 のいい顔のいい顔　　み～つけた！み～つけた！

あなたも学んでみませんか！

　井川町公民館では、60歳以上の人を対象に「井川高齢大学」を
開設しております。
　学習会は年10回で、園芸、手芸、郷土史、レクリエーションに
分かれての課題別学習や講話、移動研修、小学生との交流会、お楽
しみ会などを行っております。年会費は一人3,000 円です。
　参加を希望される方は、井川町公民館または、各地域の高齢大学
運営委員へお申し込み下さい。

井川町公民館（有）4443　電話874-4422

「早く、急いで！」と言わない
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減塩！食生活から考える健康
～井内町内で食生活改善を学ぶ～

町食生活改善推進協議会が主催するヘルス
サポーター 21事業が井内町内で行われ、井
内健康づくり推進員（部長・石坂鉄治さん）
23人が参加しました。これは生活習慣を見
直して、健康で質の高い長寿社会の実現をめ
ざした「健康日本 21」の推進を目的に、食
を通して地域住民の健康づくりを図るために
行われたもの。
「塩分を控え、だしをうまく使って満足感の
得られる食生活にしてほしい」と斎藤カヅ子
食改会長。メニューを試食した参加者からは
「塩分が少なくても、決して薄味ではなく、
おいしい！」と好評の意見が出されました。

卒業おめでとうございます
３月 11日　井川中学校 　56人

３月 15日　井川小学校 　62人

３月 16日　こどもセンター 　39人

翠香苑・リハビリテーション棟が完成

介護老人保健施設・翠香苑（医療法人 仁
政会）内に〝通所リハビリテーション棟〟が完
成し、４月から利用開始となります。
これにより在宅生活されている高齢者や機
能訓練等が必要とされる場合、介護保険の要
介護度により、リハビリ等のサービスを受け
ることができるようになります。
くわしくは、翠香苑・通所リハビリテーション

電話（855）6363まで

3/25

3/27
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優
秀
選
手
賞
・
高
校

二
田
洋
志
さ
ん
は
、
秋
田
県
立
能

代
工
業
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

の
主
力
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
。
全

国
高
等
学
校
選
抜
優
勝
大
会
優
勝
な

ど
、
数
々
の
大
会
に
お
い
て
好
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

消
防
功
労
者
表
彰

平
成
十
六
年
度
の
消
防
功
労
者
と

し
て
三
浦
勝
美
さ
ん
（
寺
沢
）
が
消

防
庁
長
官
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

三
浦
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
一
年
に

第
七
分
団
の
消
防
団
員
と
な
り
、
平

成
十
三
年
に
は
分
団
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
永
く
職
務
に
精
励
さ
れ
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
永
年
勤
続
功
労

章
を
受
章
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本

消
防
協
会
長
表
彰
と
し
て「
精
績
章
」

も
併
せ
て
受
章
し
ま
し
た
。

優
秀
選
手
賞
・
中
学
校

遠
藤 

梓
さ
ん
は
、
井
川
中
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
キ
ャ
プ
テ
ン

と
し
て
活
躍
し
、
全
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会
優
勝
、
東
北
中
学
校
総
合

体
育
大
会
第
三
位
の
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

秋田県スキー連盟公認
第 24回田沢湖ジュニアスキー大会

（田沢湖スキー場）

〔中学男子１年の部〕
準優勝　松田 大海（田中）

男鹿南秋スポーツ少年団柔道大会
（男鹿市：男鹿北中学校体育館）

〔個人〕
１年生 優 勝 澤橋 海斗（羽立）
 準優勝 貝田 伊織（街道）
 ３ 位 北野 陸 （街道）
３年生 ３ 位 工藤 綾 （大麦）
６年生 準優勝 高橋 孝輔（新間）

表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

遠藤　梓さん
（小今戸）

三浦 勝美さん
（寺 沢）

二田 洋志さん
（大 台）

秋
田
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
優
秀
選
手
賞

秋
田
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
会
長
・
加
藤
廣
志
氏
）

が
選
出
す
る
、
平
成
十
六
年
度
優
秀
選
手
賞
に
本
町
よ
り
二
人

の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

珍客？ 訪問 !?

新間町内付近に、この地では珍しいニホ
ンザルが訪問。よほどお腹が空いていたの
か、車庫内を物色し、おいしそうなカボチャ
を見つけてガブりっ！
県内のサル生息地は八森町など県沿岸北
部・白神山地近辺が有名ですが、井川町付
近で見かけるのは珍しいとのこと。
野生のサルは見かけこそ愛らしいもの
の、いざと言うときは危険です。見かけた
方はむやみに近寄らず、ご注意を！

写真提供・渡部司さん（新間）

スポーツ
の

結果です

3/21

3/21

3/17
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国
民
年
金
に
は
収
入
が
少
な
く
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
の
た
め
の

「
免
除
制
度
」
と
、
学
生
で
在
学
中

の
保
険
料
を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

平
成
17
年
４
月
か
ら
は
、
こ
れ
ら

の
制
度
に
加
え
て
、
30
歳
未
満
で
所

得
が
一
定
以
下
の
方
の
た
め
に
、
保

険
料
の
納
付
を
一
時
猶
予
し
て
、
負

担
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
追
納

で
き
る
「
納
付
猶
予
制
度
」
が
新
に

設
け
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
猶
予

さ
れ
た
い
方
は
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
申
請
受
付
は
４
月
１
日
か
ら

開
始
し
ま
す
。

【
納
付
猶
予
制
度
】

○
本
人
（
お
よ
び
配
偶
者
）
の
前
年

（
１
月
〜
６
月
分
に
つ
い
て
は
前
々

年
）
の
所
得
が
、
審
査
の
基
準
と

な
り
ま
す

○
猶
予
さ
れ
た
期
間
分
の
保
険
料
は

10
年
以
内
に
追
納
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

追
納
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
年
金

を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
と
し

て
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
国
民
年
金
の
問
い
合
わ
せ
】

秋
田
社
会
保
険
事
務
所

電
話
（
８
６
５
）
２
３
９
１

役
場
町
民
課
国
民
年
金
窓
口

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
５

有
線　

４
４
３
１

◇◇全国春の交通安全運動◇◇

４月６日 (水 )～15日 (金 )
急がずに マナーとゆとりで 交通安全

□二輪車の安全利用の推進
春から二輪車乗車中の事故が増えます

□シートベルトとチャイルドシート
の正しい着用
まだまだ低いチャイルドシート着用率

53.5％ (H16.4 調査 )

□飲酒運転の徹底追放
飲酒運転の検挙件数が増えています

■
■
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
■
■

今
年
度
か
ら
、
子
宮
・
乳
が
ん
検

診
は
、
町
で
指
定
す
る
医
療
機
関
で

の
施
設
検
診
の
み
と
な
り
ま
す
。
希

望
す
る
方
は
事
前
に
予
約
が
必
要
。

【
今
年
度
の
対
象
者
】

子
宮
が
ん
検
診 

20
歳
以
上
の
女
性

乳
が
ん
検
診 

40
歳
以
上
の
女
性

※
ど
ち
ら
も
元
号
に
よ
る
生
ま
れ

年
の
下
一
桁
が
奇
数
（
２
で
割
れ

な
い
数
）
の
方
。
例
え
ば
、
昭
和

21
、
23
、
25
、
27
…
生
ま
れ
の
方

（
検
診
は
二
年
に
一
回
で
す
）

①
湖
東
総
合
病
院
で
の
検
診

↓
直
接
病
院
へ
電
話
予
約

電
話
（
８
７
５
）
２
１
０
０

湖
東
総
合
病
院 

保
健
福
祉
活
動
室

検
診
実
施
日
（
平
成
17
年
４
月
〜
）

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
11
時

（
第
２
・
第
４
土
曜
日
を
除
く
）

木
〜
金　

午
前
９
時
か
ら
11
時

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

②
秋
田
組
合
総
合
病
院
で
の
検
診

↓
町
健
康
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
予
約

電
話
（
８
７
４
）
３
３
０
０

有
線　

４
４
５
５

検
診
実
施
日
（
平
成
17
年
５
月
〜
）

毎
週
金
曜
日　

午
前
８
時

※
５
月
の
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は

４
月
20
日
ま
で
申
込
く
だ
さ
い
。

③
千
葉
医
院
で
の
検
診

↓
直
接
病
院
へ
電
話
予
約

（
子
宮
が
ん
検
診
の
み
）

電
話
（
８
７
５
）
５
３
６
０

検
診
実
施
日
（
平
成
17
年
４
月
〜
）

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
11
時

月
〜
金　

午
後
２
時
〜
４
時

【
検
診
の
受
診
料
】

子
宮
が
ん 

１
３
０
０
円

乳
が
ん 

40
〜
49
歳 

２
０
０
０
円

 

50
歳
以
上 

１
４
０
０
円

※
検
診
料
は
直
接
医
療
機
関
へ
支
払

い
ま
す
。（
老
人
医
療
受
給
者
や
生

活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
で
す
）

４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の

『
納
付
猶
予
制
度
』
は
じ
ま
り
ま
す
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介護保険だより介護保険だより
介護保険被保険者証の更新はお済みですか？

新しい保険証は、有効期限が平成 23年 3月
31日まで、保健証の色が黄色から空色 (みず色 )
になります。
更新がお済みでない方は、すみやかに役場健康

課へ届出ください。

介護保険証を持っていると、いつでもサービス
を受けることができるの？

いいえ。介護サービスを受けることができるの
は、介護認定を受けて要支援～要介護度５まで
に認定された方だけです。

どのような人が認定を受けられるの？

申請は 65歳以上であれば誰でもできますが、
介護や支援が必要と認められるのは、自分で食
事や排泄、掃除などの身の回りのことができな
い人などです。
それ以外の人は非該当（自立）となり、サービス
は利用できません。また、40歳～ 64歳の方で
も病気の種類により申請することができますの
で、該当する病気かどうかは役場健康課までお
問い合わせください。

どうやったら申請できるの？

役場健康課に申請してください。現在の介護保
険証と印鑑が必要になります。申請書には、現
在かかっている病院やお医者さんの名前も記入
します。

介護保険制度の問い合わせは

役場健康課 電話 ８７４－４４１７ 有線 ４４３２

４月になると役場から「介護保険料 仮徴収額通
知書」っていう通知が届くけど、これって何？

特別徴収の人に送られるもので、４月・６月・
８月の年金から引かれる介護保険料の額をお知
らせするものです。

特別徴収って？？？

年金から保険料を天引きされるのを「特別徴収」
といいます。それ以外の人は、納付書で金融機
関等へ納めていただく「普通徴収」となります。

どうして「仮」なのですか？

４月～８月の年金から天引きされる保険料の額
は、その年の２月に天引きされた額となってい
ます。その年度の保険料が決定するのが７月と
なっているからです。上半期の４月・６月・８
月の年金から「仮」に保険料を徴収して、下半
期の 10月・12月・２月の年金で調整する仕組
みとなっています。

■
■
脳
ド
ッ
ク
■
■

◇
対
象
者

40
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方

（
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
）

◇
受
診
で
き
な
い
方

①
平
成
15
〜
16
年
度
に
町
の
助
成
を

受
け
て
受
診
し
た
こ
と
の
あ
る
方

②
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
、
装
着
し
て

い
る
方

③
人
工
関
節･

人
工
骨
頭･

義
手･

針

治
療
の
置
針
な
ど
を
し
て
い
る
方

④
手
術
な
ど
に
よ
り
、
金
属
類
で
縫

合
し
て
い
る
方

◇
医
療
機
関

秋
田
県
立
脳
血
管
研
究
セ
ン
タ
ー

◇
費
用
額

①
国
保
加
入
者 

１
０
、０
０
０
円

②
国
保
以
外
の
方 

１
５
、０
０
０
円

◇
募
集
人
員

①
国
保
加
入
者 

15
人

②
国
保
以
外
の
方 

15
人

◇
受
診
予
定
日

受
診
日
は
脳
研
セ
ン
タ
ー
で
指
定

さ
れ
ま
す
の
で
、
決
ま
り
し
だ
い

脳
研
セ
ン
タ
ー
よ
り
お
知
ら
せ
し

ま
す
。（
予
定
は
平
成
17
年
６
月

〜
12
月
ま
で
）

◇
検
査
内
容

尿
、
血
液
（
貧
血･

血
清
蛋
白･

脂

質･

糖
尿
病･

肝
機
能･

腎
機
能
）、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査
、
頸

動
脈
超
音
波
検
査
、
心
電
図
、
眼

底
、
胸
部
Ｘ
線
検
査

■
■
人
間
ド
ッ
ク
■
■

（
国
保
加
入
者
の
み
対
象
）

◇
対
象
者

30
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方

（
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
）

◇
受
診
で
き
な
い
方

平
成
15
〜
16
年
度
ま
で
に
町
の
助

成
を
受
け
て
、
受
診
し
た
こ
と
の

あ
る
方

◇
医
療
機
関

JA
秋
田
厚
生
連 

湖
東
総
合
病
院

◇
費
用
額 

１
０
、０
０
０
円

◇
募
集
人
員

国
保
加
入
者
の
み 

男
性　

２
人

女
性　

２
人

◇
受
診
予
定
日

平
成
16
年
６
月
〜
平
成
17
年
２
月

ま
で
（
受
診
月
の
み
希
望
可
）

◇
検
査
内
容

尿
、
身
体
測
定
、
血
圧
、
血
液
（
貧

血･

脂
質･

血
糖･

肝
機
能･

腎
機

能
）、
心
電
図
、
眼
底
、
胸
部
Ｘ

線
検
査
、
腹
部
超
音
波
、
各
種
癌

（
胃
部･

婦
人
科
）
検
査

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

■
募
集
期
間
は
い
ず
れ
も
４
月
７
日

S
〜
28
日
S
ま
で
。

■
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
土
、日
、

祭
日
を
除
く
）

■
検
診
デ
ー
タ
は
、
予
防
活
動
に
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

役
場
健
康
課 

有
線 

４
４
３
２

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７
ま
で

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A
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井川町役場　0018-874-4411
ＵＲＬ http://www.town.ikawa.akita.jp/
E-mail jouhou@town.ikawa.akita.jp

４月１日から

個人情報保護法が全面施行されます

だれもが安心してＩＴ社会の便益を享受するための
制度的基盤として、平成１５年５月に成立し、公布さ
れた個人情報保護法が、平成１７年４月１日から全面
施行されます。
個人情報取扱事業者は、個人情報の利用目的を明ら
かにし、その範囲内で取り扱わなければなりません。
また、本人の同意を得ずに個人データを第三者に提供
することは原則禁止されるほか、安全管理措置、従業
者や委託先の監督など、個人情報の適正な取扱いに関
するルールが適用されます。
自分の個人情報については、事業者に開示等を求め
ることができます。また、個人情報に関するトラブル
や疑問は事業者に申し出るか、認定個人情報保護団体
や地方公共団体、国民生活センターの苦情相談窓口な
どでご相談いただけます。

くわしくは内閣府国民生活局ホームページ〈http://w

ww5.cao.go.jp/seikatsu/kojin/

index.html〉をご覧下さい。 

町内バス時刻変更

平成１７年４月１日より、
井川線のバス運行時刻が変更となります。

井川線バス時刻表（４月１日改正）
〔上り〕
五城目

駅前発

天神発

井 内

上丁発

天神発

井川町

役 場

前 発

井 川

さくら

駅前着

羽 後

飯 塚

駅前着

摘 要

6:20 6:34 6:42 6:50 6:59 7:02 7:08 日・祝祭日運休

7:10 7:24 7:32 7:40 7:49 7:52 7:58  

12:35 12:49 12:57 13:05 13:14 13:17 13:23  

14:58 15:12 15:20 15:28 15:37 15:40 15:46 日・祝祭日運休

15:48 16:02 16:10 16:18 16:27 16:30 16:36 ※改正

17:31 17:45 17:53 18:01 18:10 18:13 18:19 日・祝祭日運休

〔下り〕
飯 塚

飯塚駅

前 発

井 川

さくら

駅前発

井川町

役 場

前 発

天神発

井 内

上丁発

天神発

五城目

駅前着

摘 要

7:10 7:16 7:19 7:28 7:36 7:44 7:58 日・祝祭日運休

8:28 8:34 8:37 8:46 8:54 9:02 9:16

13:42 13:48 13:51 14:00 14:08 14:16 14:30

15:54 16:00 16:03 16:12 16:20 16:28 16:42 日・祝祭日運休

16:40 16:46 16:49 16:58 17:06 17:14 17:28 ※改正

18:34 18:40 18:43 18:52 19:00 19:08 19:22 日・祝祭日運休

※時刻表に記載されている時刻は、天候・交通事情等により遅れる場合も
ありますのでご了承願います。

【問い合わせ】秋田中央交通㈱ 五城目営業所　電話（８５２）２１１０

<

職
員
採
用
試
験>

◇
国
家
公
務
員
採
用
試
験

人
事
院
で
は
次
の
と
お
り
国
家
公
務

員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試

験

名

受
付
期
間

（
最
終
日
消
印
有
効
）

第
一
次試験

日

Ⅰ
種
試
験

（
大
学
卒
業
程
度
）

４
月
１
日
（
金
）

〜
４
月
８
日
（
金
）
５
月
１
日

Ⅱ
種
試
験

（
大
学
卒
業
程
度
）

４
月
13
日
（
水
）

〜
４
月
22
日
（
金
）
６
月
19
日

Ⅲ
種
試
験

（
高
校
卒
業
程
度
）

６
月
21
日
（
火
）

〜
６
月
28
日
（
火
）
９
月
４
日

申
込
用
紙
の
請
求
や
受
験
資
格
等
の

詳
し
い
内
容
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

人
事
院
東
北
事
務
局 

第
二
課 

試
験
係

電
話 

０
２
２
（
２
２
１
）
２
０
２
２

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/

saiyo.htm

◇
国
税
専
門
官
採
用
試
験

仙
台
国
税
局
で
は
地
元
の
大
学
に

通
っ
て
い
る
方
、
首
都
圏
か
ら
Ｕ
タ

ー
ン
し
て
公
務
員
を
め
ざ
す
方
な
ど
、

東
北
の
風
土
に
慣
れ
親
し
ん
だ
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
職
員
を
募
集
し

ま
す
。
今
回
募
集
す
る
の
は
、
試
験

内
容
が
大
学
卒
業
程
度
の
「
国
税
専

門
官
」
で
す
。

□
受
験
資
格

・
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
59

年
４
月
１
日
生
の
方

・
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
生
で

次
に
掲
げ
る
方

①
大
学
を
卒
業
、
ま
た
は
平
成
18
年

３
月
ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
の
方

②
人
事
院
が
、
①
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
方

□
申
込
み
期
間

４
月
１
日
（
金
）
〜
４
月
15
日
（
金
）

□
第
一
次
試
験
日 

６
月
12
日
（
日
）

□
申
込
書
請
求
先

最
寄
の
税
務
署
、
仙
台
国
税
局
人

事
第
二
課
、
ま
た
は
人
事
院
東
北

事
務
局

【
問
い
合
わ
せ
】 

仙
台
国
税
局 

人
事
第
二
課

電
話 

０
２
２
（
２
６
３
）
１
１
１
１

〔
３
つ
の
習
慣
〕

〔
４
つ
の
対
策
〕

－春の火災予防運動－

４４月月３３日（日）～日（日）～９９日（土）日（土）

住宅防火 いのちを守る のポイント

○寝たばこは、絶対やめる
○ストーブは、燃えやすいものから離して使用する
○コンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す

●逃げ遅れ防防止に住宅用火災警報器を設置しよう
●寝具や衣料は防災製品を使用しよう
●住宅用消火器を設置しよう
●お年寄りや身体の不自由な人を守るため、隣近所
の協力体制をつくろう



21

テレフォンカードが当たる

広報クイズ　No.154

◆今月の問題
(1) 平成 17年度、井川町の一般会計予算額は
いくらですか？

(2) ４月から役場の戸籍窓口が時間延長を実施
しますが、何時まで延長されますか？

(3) 今春、行われる秋田県知事選挙の投票日は
何月何日ですか？

◆応募の方法
ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、
町内の方は世帯主名を記入してください。
たくさんの応募をお待ちしております。

◆あて先
〒018-1596　井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1

井川町役場情報課　広報係まで

◆しめきり
４月20日 ( 水 ) 当日消印有効

クイズの正解者の中から抽選で３人にテレ
フォンカードをプレゼント。前回の当選者、
斎藤崇徳さん（赤沢）、湊たつ子さん（大倉）、
三浦哲男さん（綱木沢）にテレフォンカード
をお送ります。

広報クイズ　No.164

の
　５　日Q

　６　日R

　７　日S

　　〃

17日O

23日U・24日O

24日O

27日R～5月 8日O

29日T

　１　日Q

　

６　日T・７日U

井川中学校入学式

井川小学校入学式

こどもセンター入園式

町内会長会議 （14：30～役場大会議室）

秋田県知事選挙投票日

中学校郡春季大会

全町一斉清掃

日本国花苑さくらまつり

全県選抜少年野球大会

歌と踊りの集い　ほか

石彫ワークショップ

石ころに色をぬって何かをつくろう！

全国さくらシンポジウム
（会場：井川小学校体育館ほか）

ぼくたち、
むしばなかったよ

４月
1 歳 6 ヵ月児健診でむし歯のなかった
子どもたちです。

健康相談・母子健康手帳交付・わくわく広場
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

４月  ４日
18 日

健康相談 健康・栄養・睡眠に関する相談

母子健康
手帳交付

母子健康手帳・妊婦健康審査受診票交付
保健指導、栄養指導

毎週月曜日
※祝日は除く

わいわい
広 場

乳幼児・親等が対象。みんなで遊び、
情報交換、相談 (育児、栄養等 ) もできます

すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

４月２６日
（火）

すくすく
学 級 Ｈ17年１月生まれ

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30 ～ 9：45
健康センター

乳児健診
Ｈ16年12月、９月､

６月、４月生まれ
身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。
○７ヶ月児は離乳食指導がありますので、１時までに受付を済ませてください。

三種混合予防接種
月　日 対　象　者 受付時間・会場

４月   ７日
（木）

１期初回　Ｈ16 年４月５日～Ｈ17 年１月8日生まれ・
７歳6ヵ月未満で未実施の子

１期追加　１期初回 (3 回 )終了後 1 年を経た子

13：30 ～ 14：00
井川町診療所

BCG 接種
月　日 対　象　者 受付時間・会場

４月 １４日
（木）

Ｈ16 年 10 月 12 日～Ｈ 17 年１月 15 日生まれの子
13：30 ～ 14：00
井川町診療所

麻しん予防接種
月　日 対　象　者 受付時間・会場

４月 ２１日
（木）

Ｈ16 年 1 月 19 日～Ｈ 16 年 4 月 22 日生まれ・
7歳 6 ヵ月未満で未実施の子

13：30 ～ 14：00
井川町診療所

食生活改善推進協議会
月　日 内　　　容 受付時間・会場

４月 22 日
（金）

・平成１６年度食生活改善養成講座修了書授与
・食生活改善推進協議会総会

9：30 ～ 12：00
健康センター

食生活改善推進員養成講座
～受講生募集～

　町では、平成１７年度食生活改善推進員養成講座の受講生を募集します。
健康な生活を送るためには毎日の食事が大切です。食材のもつ栄養や年齢、
体調に合わせた必要量などを学び、家族の食事づくりに役立てましょう。
　40時間の講習を受けると「ヘルスメイト」として、地域で活動もできます。
○申込期日　４月２７日
○お問い合わせ　健康センター（有）４４５５　TEL874－ 3300

澤石尚
なおや

哉ちゃん
（ 井 内 ）

藤田望
の の

乃ちゃん
（ 街 道 ）

伊藤信
しんたろう

太朗ちゃん
（ 今 戸 ）

高橋彩
あやね

音ちゃん
（ 新 間 ）

澤石優
ゆうき

樹ちゃん
（ 井 内 ）

天野 愛
まな

ちゃん
（さくら）

与良津
しんし

志ちゃん
（小今戸）

高橋未
みらい

来ちゃん
（ 新 間 ）

三浦茉
ま お

桜ちゃん
（ 井 内 ）

保健だより● 4月分

9：00 ～
17：00

健康センター

9：30 ～ 11：00
健康センター
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秋 田 商 業 高 校
バスケットボール部

森田佳菜さん（３年・小今戸）

鈴木麻理奈さん（２年・街道）

このコーナーは、毎週水曜日、有線放送の定時放送
で放送されます。ひとくち英会話のテキストとして
ご利用ください。

171

Dialogue7: Using sequence markers
（First, next, and then, after that,finally）

「目印になる連続語の使用について」
（初めに、次に、そしてそれから、そのあとで、最後に）

How to make French Toast:
フレンチトーストの作り方

安谷屋和朗さん (さくら )

Ｊリーガーの選手に
なって、お父さんとお
母さんに親孝行します

石井和也さん (宇治木 )

プロ野球選手になり、
ライオンズで活躍した
いです

伊藤知代さん ( 今戸 )

水泳で秋田県を代表す
る選手になりたいです

伊藤麻衣子さん ( 街道 )

美容師になって、人々
に喜ばれる髪型にして
あげたいです

伊藤愛理さん ( 今戸 )

保育士になって、沢山
の子供たちとふれ合い
たいです

For ingredients,you need 
bread,eggs(about 2 eggs 
for 3 or 4 slices of bread), 
milk, cinnamon, vanilla, and 
syrup.

First, beat the eggs.

Next, add a little milk, a bit 
of cinnamon, and a dash of 
vanilla, and put this micture 
in a shallow dish.

Then, dip a slice of bread 
into the mixture. Be sure you 
cover both sides of the bread 
in the egg mixture.

After that, fry the bread slice 
in a pan with a little cooking 
oil.

Repeat for as many pieces of 
French Toast as you want.

Finally, pour syrup over the 
French Toast,eat, and enjoy!

（食材として、パンと卵〔卵
2個、食パン3～4枚〕牛乳、
シナモン、バニラそしてシ
ロップが必要です。）

（初めに、卵をかきまぜます。）

（次に、牛乳少々、シナモ
ン少々、バニラ少量を加え、
浅い皿の中で混ぜます。）

（それから、卵をかきまぜた
ものの中に、食パンを一枚ず
つちょっと浸します。その時、
パンの両側に卵が浸っている
のを確かめてください。）

（その後で、少量のオイルを
ひいたフライパンの中でパ
ンを焼いてください。）

（自分が好きな分量だけフレ
ンチトーストを焼くのを繰
り返してください。）

（最後に、フレンチトースト
にシロップをかけ、おいし
く食べましょう！）

春
休
み
中
の
校
舎
。
人
影
の
な
い
校
庭
に

立
つ
と
、
館
内
に
響
く
ボ
ー
ル
の
音
が
ひ
と

き
わ
大
き
く
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
こ
こ
は
秋

田
商
業
高
校
の
体
育
館
。

「
プ
レ
ー
の
全
部
を
完
璧
に
こ
な
す
こ

と
は
で
き
な
く
て
も
、
一
つ
の
プ
レ
ー
が

チ
ー
ム
の
た
め
に
な
っ
た
り
、
試
合
を
動

か
す
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
バ

ス
ケ
ッ
ト
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
り
た
い
」
そ
う

話
す
の
は
森
田
佳
菜
さ
ん
。
昨
年
、
行
わ
れ

た
新
人
戦
は
ケ
ガ
で
出
場
が
で
き
な
か
っ
た

と
、
く
や
し
さ
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
、
四
月

に
行
わ
れ
る
全
県
総
合
選
手
権
大
会
で
の
活

躍
を
誓
い
ま
す
。

鈴
木
麻
理
奈
さ
ん
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
ガ
ー

ド
。
ゲ
ー
ム
の
司
令
塔
と
な
る
べ
く
、
練
習

メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
ま
す
。「
練
習
は
き
つ

い
で
す
ね（
笑
）。そ
れ
で
も
チ
ー
ム
と
し
て
、

み
ん
な
で
乗
り
越
え
、
試
合
に
勝
っ
た
瞬
間

が
何
に
も
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
目
を
輝
か

せ
ま
す
。

取
材
中
、
二
人
を
取
り
ま
く
よ
う
に
他
の

メ
ン
バ
ー
か
ら
笑
い
声
が
行
き
交
い
ま
す
。

チ
ー
ム
の
特
徴
は
「
と
に
か
く
バ
ス
ケ
ッ
ト

を
楽
し
め
る
チ
ー
ム
」。
選
手
同
士
の
信
頼

感
が
、
屈
託
の
な
い
笑
顔
に
秘
め
ら
れ
て
い

る
、
そ
ん
な
秋
商
バ
ス
ケ
部
で
し
た
。
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井川短歌会詠草

みんなのひろば

こ
の
物
は
こ
こ
に
置
く
よ
と
決
め
た
る
に
こ
こ
を
忘
れ
て
そ
の
も
の
探
す 

小
林 

タ
ミ

日
溜
り
の
身
重
の
野
良
猫
た
ち
上
が
り
近
寄
る
吾
に
甘
え
た
そ
う
に 

伊
藤
千
代
美

な
ご
り
雪
は
大
雪
と
な
り
て
囲
い
解
き
し
庭
木
は
又
も
雪
帽
子
冠
る 

渡
部 

光
造

癒
え
ぬ
足
で
あ
れ
こ
れ
買
物
せ
し
ゆ
え
か
夕
べ
に
な
れ
ば
そ
の
足
痛
む 

工
藤 

美
穂

高
校
の
合
格
伝
う
教
え
子
と
母
と
ひ
と
み
に
涙
光
り
て 

伊
藤 

陽
子

雪
に
濡
れ
て
鎮
も
る
先
祖
代
々
が
眠
る
お
墓
に
彼
岸
の
花
手
向
く 

児
玉
千
代
子

雪
解
け
の
庭
に
早
く
も
水
仙
は
の
び
る
構
え
に
萌
え
揃
え
お
り 

伊
藤
ミ
ヤ
子

庭
雪
を
掻
き
捨
て
お
れ
ば
い
ち
早
く
秋
田
蕗ふ
き

の
薹と
う

が
顔
を
覗
か
す 

小
林 

喜
作

通
園
の
バ
ス
待
つ
孫
と
つ
な
ぐ
手
の
温
も
り
伝
う
小
さ
き
幸
せ 

遠
藤
恵
美
子

世
界
地
図
の
中
の
日
本
あ
か
あ
か
と
血
の
色
な
し
て
小
さ
く
収
ま
る 

す
ず
き
い
さ
む

齊
藤　
美み

お桜
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

パパ、ママ、ンマ…。

一生懸命にお話してくれる美桜。

お得意はパチパチ拍手。

国花苑の桜のように、

たくさんの人から愛される子に

なってね！

父
・
和　

明
さ
ん

さ
く
ら
町
内　

母
・
め
ぐ
み
さ
ん

　

ち
び
っ
こ
広
場
の
入
り
口
に
近
い

芝
生
の
上
に
、
こ
の
家
族
は
い
る
。

向
か
っ
て
右
は
し
の
少
し
背
の
高
い

の
が
お
父
さ
ん
、
左
は
し
の
こ
ろ
こ

ろ
し
た
の
が
お
母
さ
ん
、
二
人
に
守

ら
れ
て
一
生
懸
命
足
を
あ
げ
て
い
る

の
が
大
事
な
一
粒
種
だ
ろ
う
か
。
と

に
か
く
三
人
と
も
、
オ
イ
ッ
チ
ニ
と

今
に
も
飛
び
出
し
て
き
そ
う
な
ほ
ど

元
気
が
い
い
。
つ
い
並
ん
で
一
緒
に

足
を
あ
げ
た
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

石
の
表
面
に
は
ふ
わ
ふ
わ
し
た
綿

が
一
杯
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
柔
ら
か

な
衣
服
に
包
ま
れ
た
体
や
嬉
し
さ
で

く
し
ゃ
く
し
ゃ
の
顔
が
見
え
る
の

は
、
不
思
議
な
線
が
集
ま
っ
て
い
る

か
ら
な
の
だ
が
、
こ
ん
な
に
も
石
が

温
か
く
優
し
げ
に
見
え
る
の
は
心
が

弾
む
。

　

素
材
の
持
つ
特
性
を
ど
う
生
か
す

か
は
作
家
の
作
品
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

上
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

時
に
は
素
材
そ
の
も
の
が
作
家
の
想

い
を
引
き
出
す
こ
と
も
あ
る
。
し
か

し
、
中
岡
が
目
指
す
の
は
素
材
の
質

感
を
越
え
て
、
素
材
の
中
に
潜
む
不

思
議
な
感
情
を
楽
し
み
な
が
ら
取
り

出
す
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。
家
族
の

弾
む
声
が
聞
こ
え
る
の
も
、
お
互
い

に
顔
を
見
合
わ
せ
る
嬉
し
げ
な
表
情

が
見
え
る
の
も
、
き
っ
と
中
岡
の
視

線
が
そ
の
ま
ま
写
し
込
ま
れ
て
い
る

か
ら
な
の
だ
ろ
う
。

　

桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
も
六
度

目
の
春
を
迎
え
る
。
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
町
の
人
た
ち

み
ん
な
が
美
の
空
間
づ
く
り
を
実
感

し
、
形
に
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
中

岡
の
「
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｙ―

桜
」
の
前

に
立
つ
と
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に

寄
せ
ら
れ
る
想
い
が
、
確
か
に
清
々

し
く
実
感
で
き
る
。
家
族
み
ん
な
で

ぜ
ひ
「
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｙ
」
の
と
な
り

で
、
一
緒
に
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
み

て
欲
し
い
。

秋
田
県
立
近
代
美
術
館
副
館
長

小
笠
原　

光

ＦＡＭＩＬＹ―桜

中
なか

　岡
おか

　慎
しんたろう

太郎

～　16　～�

（花崗岩　160.0×240.0×100.0㎝）

中
岡
慎
太
郎
／
一
九
五
七
年
岐
阜
県
に

生
ま
れ
る
。現
代
具
象
彫
刻
展
優
秀
賞
、

神
戸
具
象
彫
刻
展
優
秀
賞
、現
代
日
本
彫

刻
展
、ロ
ダ
ン
大
賞
展
な
ど
、受
賞
多
数
。
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※
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報　
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か　
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№
５
８
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※
編
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・
発
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井
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町
役
場
情
報
課　

〒
０
１
８
―
１
５
９
６　

秋
田
県
南
秋
田
郡
井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
―
１　

0
０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
（
８
７
４
）
２
６
０
０　

※
印
刷
／
秋
田
協
同
印
刷
㈱

井　

内

～町内だより�
〈23〉�

▼
「
春
の
来
な
い
冬
は
無
し
、
い
ず
れ
春
は

来
る
か
ら
…
」
そ
ん
な
こ
と
を
言
い
聞
か
せ
過

ご
し
た
冬
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
三
月

も
下
旬
に
な
っ
て
、
ま
だ
な
お
名
残
を
惜
し
む

か
の
よ
う
に
チ
ラ
ホ
ラ
と
雪
が
風
に
舞
っ
て
い

ま
し
た
▼
四
月
、
桜
の
季
節
。
九
州
・
四
国
地

方
で
は
三
月
下
旬
に
は
開
花
宣
言
が
出
さ
れ
、

ま
た
秋
田
県
内
の
予
想
開
花
日
は
四
月
二
十
日

頃
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
▼
そ
の
時
々
の
瞬
間

を
記
録
す
る
た
め
の
必
須
道
具
と
い
え
ば
カ
メ

ラ
。
広
報
担
当
の
唯
一
無
二
の
高
価
な
機
材
。

構
図
や
技
法
は
抜
き
に
し
て
も
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に
映
っ
て
く
れ
る
優

れ
も
の
。
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
写
真
を
見
て
、
思

い
が
け
ず
「
お
ぉ
！
」
と
感
嘆
す
る
こ
と
も
…

▼
時
に
写
真
プ
リ
ン
ト
を
見
て
、「
？
」
と
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
こ
ん
な
色
味
だ
っ
た

か
？
」。
写
真
と
は
光
を
映
す
も
の
、
光
の
三

原
色
で
あ
る
赤
、
青
…
云
々
、
難
し
い
こ
と
は

別
に
し
て
、
結
論
は
現
実
の
色
と
記
憶
に
残
る

色
は
違
う
よ
う
。
記
憶
さ
れ
た
場
面
や
物
の
色

は
文
字
通
り
脚
色
さ
れ
、
イ
メ
ー
ジ
と
な
り
ま

す
▼
「
桜
は
何
色
？
」　

開
花
基
準
と
さ
れ
、
全

国
各
地
の
春
を
彩
る
染
井
吉
野
。
こ
の
桜
を
一

般
に
表
現
す
る
色
は
〝
淡
い
ピ
ン
ク
〞。
し
か

し
現
実
に
は
限
り
な
く
白
に
近
く
、
鮮
や
か
な

青
空
に
映
え
て
、
よ
り
美
し
い
ピ
ン
ク
に
色
づ

く
の
で
す
▼
今
春
〝
全
国
さ
く
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
〞
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
桜
を
愛
で
る
こ
の
機

会
に
、
多
種
多
色
の
桜
の
園
・
日
本
国
花
苑
へ

足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。 

け

町
内
の
ど
真
ん
中
を
文
字
通
り
の
井
川

が
流
れ
る
。そ
の
清
流
は
、そ
こ
か
ら
数
々

の
恩
恵
を
受
け
、
た
く
ま
し
く
生
き
続
け

て
き
た
人
々
の
歴
史
の
流
れ
で
も
あ
る
。

春
に
は
、
泥
田
に
這
い
つ
く
ば
っ
て
苗

を
植
え
、
そ
れ
が
終
わ
っ
て
郭か

っ

こ

う

公
鳥
が
鳴

く
頃
に
運
動
会
が
行
な
わ
れ
た
。
川
向
、

杉
ヶ
崎
、屋
布
合
の
三
支
会
に
分
か
れ
て
、

毎
年
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
て
き
た
《
さ

な
ぶ
り
》
運
動
会
で
あ
る
。
続
く
こ
と
今

年
で
八
十
七
回
目
を
迎
え
る
。
三
支
会
の

競
争
意
識
と
、
い
ざ
と
い
う
時
の
連
帯
が

長
く
続
い
て
き
た
要
因
で
、
未
来
に
掛
け

続
け
た
い
襷

た
す
き
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
五
月
五
日
は
井
川
の
祭
り
。
そ

の
祭
典
前
夜
に
、
子
供
た
ち
は
町
内
全
戸

を
廻
り
、
唯
々
働
く
父
や
母
に
感
謝
し
、

歌
を
歌
っ
て
慰
労
す
る
。《
夜
宮
》
と
呼

ば
れ
る
伝
統
行
事
だ
。
祭
り
の
イ
メ
ー
ジ

と
は
か
け
離
れ
た
敬
い
と
悲
し
み
の
入
り

混
じ
っ
た
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
文
化
で
あ
る
。

そ
の
思
い
が
世
代
か
ら
世
代
へ
受
け
継
が

れ
て
き
た
が
、
そ
の
伝
統
行
事
に
赤
ラ
ン

プ
が
点
っ
た
。
子
供
た
ち
が
少
な
く
な
っ

た
の
だ
。
今
年
度
の
井
内
新
入
学
児
童
は

た
っ
た
二
人
。
大
人
た
ち
も
新
し
い
も
の

を
求
め
、遠
く
へ
眼
が
向
き
つ
つ
あ
る
今
、

さ
て
ど
う
す
る
…
。

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
乱
舞
が
、
東
京
で
暮

ら
す
幼
馴
染
み
に
も
届
い
た
ら
し
い
。「
定

年
を
迎
え
た
ら
帰
り
た
い
」
と
言
う
。
無

数
の
黄
色
い
光
が
明
滅
し
な
が
ら
行
き
交

う
様
は
、正
に
郷
愁
文
化
の
世
界
で
あ
る
。

〝
忘
れ
て
い
た
思
い
と
、
魅
力
を
取
り
戻

す
〞―

井
内
町
内
の
課
題
で
あ
る
。

（
井
内
町
内
会
長　

武
塙　

薫
さ
ん
）

井
川
文
化
の
源
流
に
生
き
る

自
信
と
誇
り
を
取
り
戻
せ
！


